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午前10時00分開会 

○事務局長（齊家  晃君）  御起立ください。一同、礼。御着席ください。 

○議長（佐藤 成志君）  ただいまから令和５年第３回五ヶ瀬町議会定例会を開会します。 

 御報告します。本定例会において、タブレット端末の議場内使用を許可します。 

 次に、事前に申請許可を受けたものに限り、取材及び場内写真撮影を許可します。 

 御報告します。本日、廣本憲史建設課長より欠席届が提出されております。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（佐藤 成志君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、８番、甲斐政國議員、１番、

本田俊徳議員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定について 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から１５日までの１５日間としたいと思います。これ

に異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から１５日

までの１５日間と決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第３、諸般の報告を行います。 

 議会活動報告については、お手元に配付しております報告書のとおりであります。 

 次に、６月から８月の例月現金出納検査の結果につきましては、お手元に配付しております報

告書のとおりであります。 

 次に、令和５年５月１２日付、受理番号第４号、林活地方議員連盟全国連絡会議会長服部宏昭

氏から提出のあった、森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書及び令和５年８月

１７日付、受理番号第８号、五ヶ瀬町第１４区公民館から提出のあった、五ヶ瀬町第１４区公民

館地域への五ヶ瀬町水道整備について及び令和５年８月２１日付、受理番号第９号、五ヶ瀬町商

工会会長真野公憲氏からの提出のあった、商工業の振興及び地域経済の活性化に関する要望書に

つきましては、お手元に配付しております写しのとおりであります。本３件については、総務農

林常任委員会に付託しました。 
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 これで、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第４、行政報告を行います。 

 町長より行政報告の申出がありましたので、これを許します。町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  行政報告。令和５年第３回五ヶ瀬町議会定例会開会に当たり、６月定例

会以降の行政経過について御報告を申し上げます。 

 まずは、五ヶ瀬ハイランドスキー場について、今年冬の営業も断念をいたしました。このこと

は既に、議会、町民の皆さんに御報告を申し上げておりますが、現在復旧作業を急いでおります。

特に、平成１７年災害においても被災をいたしました箇所について、地滑り対策による復旧に全

力を挙げて取り組み、関係者の御支援を頂きながら、来年の営業再開を目指します。今後の台風

や大雨が復旧に影響しないよう願うばかりです。 

 次に、コロナウイルス感染症につきまして、５類に引き下げられ、人流、経済ともに活性化し

てきており、五ヶ瀬町内でもたくさんのイベント、行事等が復活をしております。商工会青年部

と町青年団が主催された五ヶ瀬祭りも多くのお客様でにぎわいました。合宿のほうも復活してき

ていると感じております。魚釣り大会やバイクミーティング、星空観察会、ゆうやけトライアル

もありました。 

 五ヶ瀬の涼しい気候、澄んだ空気やきれいな川など、五ヶ瀬ならではの自然資源を生かしたも

のであり、さらに、九州の中央に位置しているという地の利を生かしたものです。今後もほかで

はまねのできない、この資源を有効に生かしながら、まちづくりを進めていきたいと考えており

ます。 

 そのためにも、道路の整備が必要だと改めて感じております。 

 この間、来年度予算確保に向けて、国、県等に対して関係機関と一緒に要望活動を熱心に行う

とともに、建設促進大会等実施してまいりました。中央自動車道建設促進につきましては、九州

地方整備局や西日本高速道路株式会社、建設省、地元選出国会議員に直接要望をするとともに、

延岡市で建設促進地方大会が実施されました。 

 また、国道５０３号線整備促進大会、主要地方道竹田五ヶ瀬線、夕塩・土生間改良の促進、国

道２６５号線の早期改良などの要望活動を行ってきました。今後も適時を逃すことなく、強力に

取り組んでまいります。 

 なお、九州中央自動車蘇陽五ヶ瀬道路につきましては、今年中に着工式が行われる予定ですし、

中島西インターチェンジから山都通潤橋インターチェンジまでが、本年度中に開通の予定です。

着々と事業の推進が図られています。早期の全線完成が望まれます。 
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 最後に、本定例会に提案いたしました案件について、慎重なる審議を頂き、議決を賜りますよ

うお願い申し上げ、以上で行政報告といたします。 

○議長（佐藤 成志君）  これで行政報告は終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．報告第１０号 

日程第６．報告第１１号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、お諮りします。日程第５、報告第１０号五ヶ瀬町の財政健全化判

断比率についてから、日程第６、報告第１１号五ヶ瀬町公営企業の資金不足比率についてまでの

２件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、報告第１０号から報告第１１号まで

の２件は、これを一括議題とします。 

 本２件について、町長からの報告を求めます。町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  報告第１０号五ヶ瀬町の財政健全化判断比率について、御報告を申し上

げます。 

 このたびの報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、令

和４年度の決算数値に基づき算定された実質赤字比率など４つの財政健全化判断比率について、

監査委員の審査意見書を付して報告するものであります。 

 以上で、報告を終わります。 

 報告第１１号五ヶ瀬町公営企業の資金不足比率について、御報告を申し上げます。 

 このたびの報告は、財政健全化判断比率の報告と同様、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律第２２条第１項の規定により、令和４年度の決算数値に基づき算定された、それぞれの地方

公営企業に係る資金不足比率について、監査委員の審査意見書を付して報告するものであります。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（佐藤 成志君）  ただいま本２件の報告が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑がありましたら、報告名を示して発言してください。ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 なお、本２件については、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第

２２条第１項の規定により、報告のみでありますので御了承願います。 

────────────・────・──────────── 
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日程第７．議案第６１号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第７、議案第６１号西臼杵郡公平委員会委員の選任同意につ

いてを議題とします。 

 本件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  議案第６１号西臼杵郡公平委員会委員の選任同意について、提案理由の

御説明を申し上げます。 

 このことにつきましては、西臼杵郡公平委員会規則第３条により、郡内３町及び西臼杵広域行

政事務組合の議会の同意を得て、正式に選任することになっております。 

 このたび、西臼杵郡公平委員会の委員３名のうち、五ヶ瀬町から選任されております甲斐治夫

氏が、来る１１月１６日に任期満了により退任されることに伴い、新たに石井勇氏に就任をお願

いすることで、御本人の内諾を頂いております。 

 任期につきましては、令和５年１１月１７日から令和９年１１月１６日までの４年間となって

おります。石井氏の経歴等につきましては、資料を添付しておりますとおり、人物的にも公平委

員として適任と思いますので、御同意頂きますようお願いいたします。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑がありましたら、どうぞ。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  質疑がないようですので、これにて質疑を終結します。 

 お諮りします。本案は人事案件でありますので、討論を省略して採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。これより起立によって採決します。 

 議案第６１号西臼杵郡公平委員会委員の選任同意については、原案のとおり同意することに賛

成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり同意することに

決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第６２号 

日程第９．議案第６３号 

日程第１０．議案第６４号 
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日程第１１．議案第６５号 

日程第１２．議案第６６号 

日程第１３．議案第６７号 

日程第１４．議案第６８号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、お諮りします。日程第８、議案第６２号令和４年度五ヶ瀬町一般

会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第１４、議案第６８号令和４年度五ヶ瀬町奨学金特

別会計歳入歳出決算の認定についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６２号から議案第６８号まで

の７件を、これを一括議題とすることに決定しました。 

 本７件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  議案第６２号令和４年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認定について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

 令和４年度五ヶ瀬町一般会計は、歳入決算額５１億７,１１１万４,２５５円、歳出決算額

４９億２３２万９,０２２円で、歳入歳出差引き２億６,８７８万５,２３３円となっております

が、このうち繰越明許費による翌年度に繰り越すべき財源を差し引きますと、実質収支は

３,４０５万１,２３３円となりました。 

 歳入の状況ですが、町税につきましては、固定資産税が減少したものの、町民税の増加により、

前年度比０.７％増の２億９,２６４万９,７３７円となりました。 

 地方交付税は、基礎数値の見直しによる普通交付税の減額、災害による特別交付税の増額によ

り、前年比１％減の２４億４,５８６万７,０００円となりました。 

 国庫支出金は、社会資本整備総合交付金や災害復旧事業費の増により、前年度比１５.６％増

の６億２,９７７万２,４１７円となっています。 

 県支出金は、災害復旧費の増により、前年度比２５％増の６億６９８万６,６２４円となりま

した。 

 寄附金は、ふるさと応援寄附金及び企業版ふるさと納税の増により、前年度比１２.２％増の

４,００９万７,９７０円となっています。 

 繰入金につきましては、災害復旧費の増額による財源として、財政調整基金を繰り入れたため、

前年度比３２１.８％増の２億４,３５３万１,２７３円となりました。 

 また、地方債につきましては、除却事業及び災害復旧事業の借入額は増加しましたが、新庁舎

建設事業に係る借入額が減少し、前年度比２７.１％減の４億４,０５８万１,０００円となりま
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した。 

 次に、歳出について、目的別に構成比の高い経費から見てみますと、民生費７億７,２０６万

９,０００円で１５.７％、総務費７億６,２８６万円で１５.６％、災害復旧費６億１,５７７万

３,０００円で１２.６％、農林水産業費５億８,０７３万９,０００円で１１.８％、衛生費４億

４,８７６万円で９.２％、公債費４億５,２６４万７,０００円で９.２％、土木費４億５３０万

３,０００円で８.３％、教育費３億９７万２,０００円で６.１％となっております。 

 また、性質別の経費の物件費では、新庁舎備品及び解体関係事業が終了したことにより、前年

度比２１.０％の減、扶助費では、子育て世帯への臨時特別給付金及び住民税非課税世帯等臨時

特別給付金が１７.４％の減、補助費等では、第三セクター運営資金補助金が５.２％の増、普通

建設事業費の単独事業では、新庁舎建設事業の完了により４５.１％の減となっております。 

 以上が、一般会計決算の概要でございます。 

 次に、決算状況についてでありますが、財政の弾力性を示す経常収支比率は９５.１％と、前

年度と比べ７.９ポイントの増となっております。 

 また、令和４年度末の一般会計の地方債残高は、前年度末に比べまして１５４万４,０００円

増加し、４３億３,００２万８,０００円となりました。 

 令和４年度末の基金残高においては、公共施設等整備基金、地方財政法第７条に基づく減債基

金、ふるさと応援寄附金による五ヶ瀬町応援基金、森林環境譲与税基金では、積立てが増えた一

方、資金運用益による財政調整基金及び教育振興事業に活用する佐伯勝元教育基金などでは、取

崩しを行っております。 

 基金全体では、前年度比１億２,７７３万７,０００円減の２９億５,２４８万７,０００円とな

りました。 

 さきに報告をさせていただきました、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく各指

標は、全て基準を満たし、健全性を維持いたしております。 

 このことから、五ヶ瀬町の財政状況は、引き続き健全な状況を維持しているものと考えており

ますが、経常収支比率が硬直化傾向で推移しており、主要な一般財源であります地方税や地方交

付税は、国の方向性に大きく影響され、今後の五ヶ瀬町の財政見通しには先行きの見えない部分

もございます。 

 したがいまして、引き続き事業の選択と集中を徹底するとともに、健全な財政の堅持に努めて

いかなければなりません。 

 なお、決算内容の詳細につきましては、委員会におきましてそれぞれの担当課長から詳しく説

明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 
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 議案第６３号令和４年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、提案理

由の御説明を申し上げます。 

 本会計の歳入総額は、１億８４７万３５７円、歳出総額は１億８２９万８,５３７円で、歳入

歳出差引残額は１７万１,８２０円となっております。 

 まず、決算書２２８ページの歳入について御説明を申し上げます。 

 使用料及び手数料につきましては、各簡易水道の水道使用料、給水装置工事申込時の検査手数

料及び督促手数料となっております。その他、一般会計からの繰入金、前年度繰越金、雑入及び

町債となっております。 

 次に、決算書２３０ページの歳出について御説明をいたします。 

 簡易水道費につきましては、主なものとして、水道施設の保安管理委託料、水道施設台帳整備

に係る委託料、公用車購入等の備品購入費、一般会計への繰出金、その他需用費及び役務費とな

っております。 

 公債費につきましては、長期借入償還金の元金及び利子を支出しております。 

 決算内容の詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 議案第６４号令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、提案理

由の御説明を申し上げます。 

 国保財政の安定的運営のため、財源の確保と医療費の抑制に努めてまいったところであります。 

 その事業運営を、決算書２４６ページの歳入から説明いたします。 

 歳入の要となります国民健康保険税につきましては、収納率は全体で９０.７５％で、前年度

より０.４％上昇しております。 

 県支出金につきましては、保険給付費等の必要額を県から交付されたものであります。 

 繰入金につきましては、保険者支援としての保険基盤安定負担金、財政安定化支援事業や人件

費、事務費など、一般会計からの法定内繰入れであります。 

 諸収入は、国保税の延滞金、被保険者納付金が主なものであります。 

 続きまして、２５０ページから歳出を御説明いたします。 

 国保事業の６９％の支出額を占める保険給付費は、前年度比２.７％の増であります。 

 国民健康保険事業費納付金は、県へ納める納付金であります。 

 保健事業費につきましては、疾病予防と特定健康診査事業費が主なものであります。 

 諸支出金につきましては、直営診療施設勘定繰出金が主な支出であります。 

 決算額は、歳入総額が５億６,４２９万４,０３６円、歳出総額５億５,９７５万６,４９８円、

差引残額４５３万７,５３８円を翌年度へ繰り越します。 
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 なお、決算書の内容詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第６５号令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、提案理由の

御説明を申し上げます。 

 令和４年度に実施された診療報酬改定では、新興感染症への対応、医師等の働き方改革の推進、

安心・安全で質の高い医療の実現、効率化・適正化を通じた取組を基本的な視点と具体的な方向

性として、診療報酬全体でプラス０.４３％、医科でプラス０.２３％、薬価でマイナス

１.３５％、材料でマイナス０.０２％の見直しがなされました。 

 新型コロナウイルス感染症は、令和４年８月の第７波、同年１２月の第８波と拡大の一途をた

どりましたが、本町唯一の医療機関として、発熱外来対応による感染者のケアや新型コロナウイ

ルスワクチン予防接種事業にも福祉課と連携し、取り組んでまいりました。 

 医師確保につきましては、これまでどおり熊本大学病院の御協力の下、崔院長、岡﨑副院長の

派遣が継続されましたが、非常勤医師におきましては、関係機関との連携を密に行い、これまで

どおりの診療体制を維持いたしました。 

 次に、西臼杵３公立病院の統合再編協議の経過でありますが、西臼杵地域公立病院統合再編準

備室を中心に協議を進め、高千穂町国保病院と日之影町国保病院の診療機能再編が、令和４年度

末に先行して実施されたところです。 

 ３町公立病院の経営統合まで、残り僅かとなりましたが、関係各機関とのさらなる連携を強化

し、町民はもとより、西臼杵の住民の皆さんから信頼される病院づくりに向けて、職員一丸とな

って努めてまいります。 

 それでは、決算状況について、ページを追って御説明いたします。 

 決算書１ページ、第１款病院事業収益の決算額は５億８,２４５万７,２５５円、内訳は、第

１項医業収益が４億３,２０５万９,８３６円、第２項医業外収益が１億５,０３９万７,４１９円

となっております。 

 次に、２ページ、第１款病院事業費用の決算額は６億３,５３２万８,０５６円、内訳は、第

１項医業費用が６億２,８３７万９,４９８円、第２項医業外費用が６００万２,１１６円、第

３項特別損失が９４万６,４４２円となっております。 

 次に、３ページ、第１款資本的収入の決算額は５,２９６万８,０００円で、内訳は、第１項町

負担金が５,０８５万６,０００円、第３項繰入金が２１１万２,０００円となっております。 

 次に、４ページ、第１款資本的支出の決算額は７,８１２万２,６９４円、内訳は、第１項企業

債償還金が５,２２８万９,８５４円、第２項建設改良費が２,５８３万２,８４０円となっており

ます。 
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 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額２,５１５万４,６９４円は、損益勘定

留保資金で補填填を行いました。 

 次に、５ページ、損益計算書は、医業収益に対する医業費用、医業外収益に対する医業外費用

を対比して記載しております。 

 １の医業費収益から２の医業費用を差し引いた営業損失は１億８,６５８万４９２円、３の医

業外収益から４の医業外費用を差し引いた営業外利益は、６ページ、１億２,８５７万

９,３９９円であります。収益から費用を差し引いた経常損失は５,８００万１,０９３円であり

ました。 

 経常損失に５の特別損失９４万６,４２２円を加えた当年度純損失は５,８９４万７,５３５円

となり、前年度繰越欠損金２,３９９万１,１４０円を加えた、当年度未処理欠損金は

８,２９３万８,６７５円の結果となりました。 

 次に、９ページを御覧ください。貸借対照表について御説明をします。 

 資産の部、１の固定資産は、有形固定資産、無形固定資産の合計で７億２,８９７万

７,４３６円であります。２の流動資産は、現金預金、未収金、貯蔵品等の合計で３億

２,１７０万４,６７９円、資産合計は１０億５,０６８万２,１１５円となりました。 

 負債の部、３の固定負債合計は２億３,７５０万９,６０２円であります。 

 次に、１０ページ、流動負債合計は１億１,１２６万８,４６３円、５の繰延収益合計は１億

７,６９０万４,４３８円で、負債合計は５億２,５６８万２,５０３円となりました。 

 次に、資本の部６の資本金合計は２億４,８７９万６,２１０円、７の余剰金合計は２億

７,６２０万３,４０２円となり、資本合計は５億２,４９９万９,６１２円となりました。 

 負債と資本の合計額は１０億５,０６８万２,１１５円となり、資産合計額と一致するものであ

ります。 

 病院事業状況報告につきましては、１１ページから２２ページまで記載しておりますが、詳細

につきましては、委員会におきまして事務長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第６６号令和４年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、提案理由の

御説明を申し上げます。 

 令和４年度は第８期介護保険事業計画の中間期であり、前年度と比較して給付費は減少してお

りますが、第７期と比較すると増加傾向にあります。今年度が第９期の計画策定期でありますの

で、必要なサービス量の把握及び施策の検討を行い、適切な事業実施に努めてまいります。 

 それでは、決算書２９０ページ、保険事業勘定の歳入から御説明いたします。 

 保険料につきましては、６５歳以上の第１号被保険者の介護保険料で、現年度分の収納率は
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９６.９９％となっております。 

 使用料及び手数料は、介護保険料の未納者に対する督促手数料であります。 

 国庫支出金及び県支出金につきましては、主に介護給付費に対する負担金と、国庫補助金とし

て、市町村の高齢化率と地域の実情に応じて交付される財政調整交付金です。 

 支払基金交付金につきましては、４０歳から６４歳までの第２号被保険者の保険料に当たり、

介護給付費等の負担割合に応じ、支払基金から交付されたものです。 

 繰入金につきましては、介護給付費及び地域支援事業費に係る町負担金、人件費及び事務費に

ついて一般会計から繰り入れたものです。 

 繰越金は、令和３年度から繰り越したものであります。 

 諸収入につきましては、地域支援事業の利用者負担金です。 

 次に、２９４ページの歳出について説明をいたします。 

 総務費につきましては、総務管理費及び介護認定審査会費の人件費が主なものであります。 

 歳出総額の８２％を占める保険給付費につきましては、要介護者に対する介護サービス費、要

支援者に対する介護予防サービス費、高額介護サービス費が主なものであります。 

 地域支援事業費につきましては、要介護状態になることを予防する介護予防事業や、地域包括

支援センターの運営費が計上されております。 

 諸支出金につきましては、令和３年度の介護給付費負担金及び地域支援事業交付金等の精算に

よる、国及び県等への償還金及び介護給付費準備基金に積み立ていたしました、基金積立金が主

なものであります。 

 次に、３３４ページ、介護サービス事業勘定の歳入について説明いたします。 

 サービス収入につきましては、要支援認定者への介護予防サービス計画作成における収入であ

ります。 

 繰入金につきましては、保険事業勘定からの繰入金です。 

 次に、３４６ページの歳出について御説明をいたします。 

 総務費につきましては、地域包括支援センターの事務費となります。 

 介護保険特別会計の決算額は、歳入総額５億６９１万５,３９６円、歳出総額４億８,２３７万

８,４０９円、差引残額２,４５３万６,９８７円を翌年度に繰越しいたします。 

 なお、決算内容の詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 議案第６７号令和４年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、提案

理由の説明を申し上げます。 

 ７５歳以上の後期高齢者の医療費は、全国的に増加傾向にあり、それに伴い保険者の負担も増
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加しております。このような中、医療費の抑制と保険料納付への理解を求め、安定的な会計運営

を目指してまいりました。 

 その事業運営を決算書３５８ページの歳入から御説明をいたします。 

 後期高齢者医療保険料につきましては、年金から徴収する特別徴収及び口座振替等による普通

徴収がありますが、前年度から２.６％の伸びとなりました。徴収率は全体で９９.９％となって

おります。 

 繰入金につきましては、保険基盤安定繰入金で一般会計からの繰入れであります。 

 続きまして３６０ページの歳出を御説明いたします。 

 総務費につきましては、事務費等の支出であります。 

 後期高齢者医療広域連合納付金の内訳につきましては、被保険者から徴収した保険料と保険基

盤安定負担金であります。 

 保健事業費につきましては、後期高齢者健康診査に係る委託料等の費用であります。 

 決算額は、歳入総額５,７５１万６,６２６円、歳出総額５,６９６万８４４円、差引残額は

５５万５,７８２円を翌年度へ繰越しいたします。 

 なお、決算内容の詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第６８号令和４年度五ヶ瀬町奨学金特別会計決算について、提案理由の御説明を申し上げ

ます。 

 五ヶ瀬町奨学金特別会計につきましては、佐伯勝元氏からの寄附金を佐伯勝元教育基金として

積み立て、その基金の一部を奨学金として制度化し、併せて特別会計を設置しているものであり

ます。 

 奨学金の貸付けを受ける者は、五ヶ瀬町に住所を有し、生活実態のある者の子弟であって、学

校教育法第８７条に定める大学に在学する者で、学資の支援が必要と認められる者となっており

ます。 

 歳入は、一般会計繰入金が６７８万円、貸付金収入が７８万円。歳出は、奨学金費が７５６万

円となっております。貸付金対象者は、４年制大学及び６年制大学に在学する１１名となってお

り、現在、貸付けが終了した２名からの返済も始まっています。 

 なお、決算内容の詳細につきましては、委員会におきまして教育次長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただいまの７件については、本日は提案理由の説明までにとどめたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、本日は提案理由の説明までにとどめ

ることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．議案第６９号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第１５、議案第６９号五ヶ瀬町子ども・子育て会議設置条例

の一部改正についてを議題とします。 

 本件について、町長からの提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  議案第６９号五ヶ瀬町子ども・子育て会議設置条例の一部改正について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

 この条例は、こども家庭庁設置法の施行に伴い、子ども・子育て支援法の一部改正が行われた

ことにより、関係条例の一部改正を行うものであります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  ただいま本件について提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。本件について、本日は提案理由の説明までにとどめたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって本日は、提案理由の説明までにとどめ

ることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．議案第７０号 

日程第１７．議案第７１号 

日程第１８．議案第７２号 

日程第１９．議案第７３号 

日程第２０．議案第７４号 

日程第２１．議案第７５号 

日程第２２．議案第７６号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、お諮りします。日程第１６、議案第７０号令和５年度五ヶ瀬町一

般会計補正予算（第３号）についてから、日程第２２、議案第７６号令和５年度五ヶ瀬町奨学金

特別会計補正予算（第１号）についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、議案第７０号から議案第７６号まで

の７件は、これを一括議題とすることに決定しました。 

 本７件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  議案第７０号令和５年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第３号）について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の補正は、介護給付・訓練等給付事業、国民健康保険病院事業繰出金、ふるさと応援寄附

事業関連予算の増が主なもので、新たに広木野造成地のり面保護工事の追加、また、７月豪雨災

害復旧事業に係る予算の増額が大きいものとなっております。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億５,５００万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

５８億７,４５０万円とするものであります。 

 それでは、１ページ、第１表歳入歳出予算補正の歳入の主なものから説明をいたします。 

 町税は、個人町民税を増額し、固定資産税を減額しています。 

 地方交付税は、普通交付税を８,７３０万４,０００円追加いたしました。 

 国庫支出金は、国庫負担金のうち障害者自立支援給付費負担金、現年発生公共土木施設災害復

旧事業負担金の増額が主なものです。 

 県支出金は、障害者自立支援給付費負担金の増額が主なものです。 

 寄附金は、ふるさと応援寄附金、企業版ふるさと納税の増額です。 

 次に、３ページの歳出の主なものについて説明をいたします。 

 総務費は、財産管理費の町有地整備工事請負費、地域振興費のイベント事業補助金の増額が主

なものです。 

 民生費では、社会福祉総務費の介護給付・訓練等給付事業費の増額を行いまいました。 

 衛生費では、診療所費の国民健康保険病院事業会計繰出金を増額しております。 

 農林水産業費は、林業振興費の重機使用料、林道維持工事請負費、森林施業支援事業補助金を

増額しました。 

 商工費は、商工振興費のふるさと応援寄附事業関連予算で、報償費、役務費、委託料を増額し、

特産品研究開発業務支援委託料を追加しました。 

 土木費は、住宅管理費に広木野造成地ののり面保護工事を追加しています。 

 教育費では、事業不採択に伴い、保健体育施設費の五ヶ瀬ドーム屋根改修工事を全額減額して

います。 

 災害復旧費は、現年発生に対応するため、林業施設災害復旧費、道路橋梁災害復旧費を増額を

しました。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 
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 議案第７１号令和５年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正予算について、提案理由の御説明

を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ７２６万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ１億５,４７１万１,０００円とするものです。 

 まずは、１ページの歳入につきましては、主なものとして、修繕料、委託料及び工事請負費の

増額により、繰入金及び町債を増額するものです。 

 次に、２ページの歳出につきましては、主なものとして、桑野内地区の取水ポンプ故障に伴う

修繕費の増額、兼ヶ瀬地区営農飲雑用水施設の給水管布設に係る設計委託料及び工事請負費の計

上により、委託料及び工事請負費を増額するものであります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第７２号令和５年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、提案理

由の御説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ２２５万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ５億７,１２３万７,０００円とするものです。 

 予算書１ページの歳入について説明いたします。 

 国民健康保険税は、現年度課税分及び滞納繰越分の調定額に合わせて減額しております。 

 使用料及び手数料は、手数料を滞納繰越分の調定額に合わせて増額しております。 

 繰入金は、歳出における一般管理費及び出産育児一時金の増額に合わせて、一般会計からの繰

入金を増額しております。 

 基金繰入金は、運営の安定化を図ることを目的に増額計上しております。 

 繰越金は、前年度決算により繰越金を減額しております。 

 諸収入は、延滞金の調定額に合わせて増額しております。 

 次に、２ページの歳出について御説明いたします。 

 総務費は、被保険者証発行業務に伴う消耗品費の増額です。 

 保険給付費は、出産一時金増額に伴う不足分の増額です。 

 予備費につきましては、基金繰入金を調整、増額計上しております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第７３号令和５年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）について、提

案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の補正は、資本的収入及び支出の増額を行うものです。 

 議案書３ページを御覧ください。 

 予算第４条に定めました、資本的収入及び支出の資本的収入の町負担金を３,５３５万
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７,０００円、企業債を８００万円、国県補助金を１,０４０万４,０００円増額し、資本的収入

の総額を５,６５１万１,０００円とするものです。 

 次に４ページ、資本的支出の建設改良費のうち、機械及び備品購入費を６１０万５,０００円、

病院建設費を６３６万９,０００円増額し、資本的支出の総額を８,１７９万１,０００円とする

ものです。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第７４号令和５年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算（第２号）について、提案理由の

御説明を申し上げます。 

 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１,０８９万４,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ５億４,４４４万７,０００円とするものです。 

 また、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４１万円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ１７６万２,０００円とするものです。 

 １ページの歳入から説明をいたします。 

 繰入金は、地域支援事業分及びその他一般会計についての増額です。 

 繰越金につきましては、財源の調整として計上しております。 

 次に、２ページの歳出について説明をいたします。 

 保険給付費は、サービス間での組替えを行っております。 

 地域支援事業費は、人件費の増額です。 

 諸支出金は、国、県、支払基金の介護給付費負担金及び地域支援事業交付金の償還金に伴う増

額が主なものです。 

 それでは次に、介護サービス事業勘定について、７ページの歳入から御説明いたします。 

 繰入金は、保険事業勘定からの繰入金を計上しております。 

 次に、８ページの歳出について御説明をいたします。 

 サービス事業費は、介護予防事業計画書の作成委託業務に伴う委託料の増額です。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第７５号令和５年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、提案

理由の御説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額からそれぞれ１９７万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ６,０９８万２,０００円とするものです。 

 １ページの歳入から御説明をいたします。 

 後期高齢者医療保険料は、今年度の保険料調定額に合わせ減額をしております。 

 繰越金は、前年度繰越額の確定に合わせ増額をしております。 
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 受託事業収入は、広域連合からの健康診査受託費用分を増額しております。 

 次に、２ページの歳出について御説明いたします。 

 後期高齢者医療広域連合納付金は、今年度の広域連合納付金に合わせ減額をしております。 

 保健事業費は、健康診査分を増額しております。 

 償還金及び還付加算金は、保険料還付金に合わせ増額をしております。 

 予備費につきましては、保険料、繰越金、受託事業収入を調整し、増額計上しております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第７６号令和５年度五ヶ瀬町奨学金特別会計補正予算（第１号）について、提案理由の御

説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ１８０万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９６０万

円とするものです。 

 まず、予算書１ページの歳入につきましては、貸付金対象者が３名増加したことにより、一般

会計への繰入金を２０４万円増額するものです。 

 また、貸付金の返済対象者であるものの、返済猶予を申し入れた１名分の貸付金収入を２４万

円減額するものであります。 

 次に、２ページの歳出につきましては、貸付金対象者が３名増加したことにより、奨学金を

１８０万円増額するものであります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  お諮りします。ただいまの７件については、本日は提案理由の説明まで

にとどめたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、本日は、提案理由の説明までにとど

めることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（佐藤 成志君）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 次回は、９月５日午前１０時から開会しますので、定刻までに御参集ください。御苦労さまで

した。 

○事務局長（齊家  晃君）  御起立ください。一同、礼。お疲れさまでした。 

午前11時00分散会 

────────────────────────────── 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日目 
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令和５年第３回五ヶ瀬町議会定例会会議録 

（第２日） 

令和５年９月５日 

 

○ 会議に付した事件 

日程第１． 一般質問 

 

○ 出席議員（９名） 

１ 番 本 田 俊 徳 議員   ２ 番 矢 野  宏 議員 

３ 番 甲斐  義則 議員   ４ 番 小笠原 将太郎 議員 

５ 番 田中  春男 議員   ６ 番 太田  保義 議員 

７ 番 渡邊   孝 議員   ８ 番 甲斐  政國 議員       

９ 番 佐藤  成志  議員  

 

○ 欠席議員（なし） 

 

○ 地方自治法第１２１条の規定により、事件説明のため出席を求められたものは、次のとおり

である。 

五ヶ瀬町長  小迫 幸弘 

教 育 長  渡木 秀明 

監 査 委 員   後藤  栄 

 

○ 町長の委任を受けて説明のために出席したものは、次のとおりである。 

副 町 長  濵川 哲一    農 林 課 長  增永  稔 

総 務 課 長  田原 昭生    建 設 課 長  廣本 憲史 

企 画 課 長  北島 隆二    会 計 室 長  後藤 重喜     

町 民 課 長  垣内 広好    教 育 次 長   菊池 光一郎     

福 祉 課 長  武内 秀元    病院事務長  奥村 和平 

 

○ 職務のため出席した議会事務局職員 

議会事務局長  齊家  晃    書    記  那須 香織 
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午前 10時 00分開議 

○事務局長（齊家  晃君）  御起立ください。一同、礼、御着席ください。 

○議長（佐藤 成志君）  ただいまから本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（佐藤 成志君）  日程第１、一般質問を行います。 

 質問の順序は通告順に発言を許します。 

 初めに、８番、甲斐政國議員、御登壇願います。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  ８番、甲斐政國です。通告に従いまして、一般質問を行います。 

 質問事項、Ｇラインのデマンド化状況について。 

 まず１点目、令和５年３月の定例会において、現議長であります佐藤成志議員のオンデマンド

バス導入の考えの質問に対しまして、「デマンド型運行導入可能性調査に取り組み、調査結果を

受けて導入したい考えである」と回答がございました。その後の状況についてお伺いいたしたい

というふうに思います。 

 ２点目、デマンドタクシーの導入の可能性について、その考えをお伺いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  ８番、甲斐政國です。まず１点目、令和４年度当初予算におきま

して、デマンド交通導入可能性調査として、２９６万２,０００円を計上し、コミュニティバス

におけるデマンド交通の可能性を調査されておるところでございます。このデマンドといいます

のは、「こうあれば便利だ」、「こうなればいいのに」といった人々の欲求を指す言葉でありま

す。あったらいいなと感じるもの、より成熟した社会で必要とされる概念とも言えるものであり

ます。デマンドバスということになりますと、利用者の求めに応じて、一定の範囲で経路を変更

できる乗り合いバスというふうになっております。ではこのデマンド交通導入可能性調査であり

ますけれども、どこに委託をされ、どのような成果をいただいたのか。また、最終的に経費はど

れほどだったのかをお伺いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。甲斐政國議員の御質問にお答えをいたします。 

 本町のコミュニティバスのデマンド化につきましては、議員御指摘のとおり、本年第１回定例

会において、現佐藤議長からデマンド型運行導入に関しての御質問をいただき、可能性調査の結

果を受けてデマンド型運行を導入したいという旨、答弁をさせていただきました。 

 その後の状況につきまして、お答えをさせていただきます。 

 令和４年度にその調査を終えておりますので、まずはその内容について担当課長から説明をさ
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せます。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。甲斐政國議員の御質問にお答えいたします。 

 昨年度実施しておりますデマンド型運行導入可能性調査でありますが、効率的な運行と町民

ニーズに可能な限り答えるため、デマンド化の可能性を株式会社アップスに委託して完了してい

るところであります。その金額は、２９４万８,０００円でありました。乗降調査に加え、病院

受診者への聞き取り調査、コミュニティバス運転手とのすり合わせ等を経て、本町の実情に適し

たデマンド形態モデルを成果品として納入いただいたところであります。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  株式会社アップスですかね、専門家等の方々に委託をして、様々

な調査を行われたということであります。本町の実情に適したデマンド形態モデルを提示してい

ただき、デマンド五ヶ瀬モデル案を作成済みということでございますけれども、具体的にどうい

うものであったのかをお伺いしたいというふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。甲斐政國議員の御質問にお答えいたします。 

 デマンド形態モデルでありますが、現行の時刻表、路線について、要望のあった地区に可能な

限り新しい路線を加えることと、比較的乗降者が少ない区間について、予約があったときだけ運

行するというようなモデルをいただいているところであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  町内におきましては、やはり高齢者の方々であったり、いわゆる

交通弱者といわれる方々がうちのほうにも来てほしいとかいうふうに言われております。今の答

えですと、どの集落に入っているのかっていうのがよく分からないのですけれども、そこら辺、

今お考えのところがありましたら、お伺いしたいというふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。甲斐政國議員の御質問にお答えいたします。 

 新たに追加する区間は聞き取り調査等により、坂本線では長原集落、戸川集落及び赤谷集落、

桑野内線では三ヶ所地区ではありますが、川曲集落を考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  小集落内にもバスが入っていくということになっております。以
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前も回答の中であったんですけども、ドア・ツー・ドアではないんだということでありまして、

いずれにしても最寄りのバス停といいますか、新しく入るとこまで移動しなければならないとい

うのは、何も変わらないというふうに思います。若干近くはなるんでしょうけれども、今までと

ほぼ同じではないのかなという気がいたしております。先ほども申しました交通弱者にとっては、

利便性を感じるのかどうか疑問に思うところですけれども、これに対して何か対策等はお考えな

んでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。甲斐政國議員の御質問にお答えをいたします。 

 もともと公共交通機関、宮交がなくなって、その廃止路線をカバーするということでのコミュ

ニティバスのスタートでありまして、徐々に改善をして今の段階にきております。さらにはこれ

まで入れなかったところをカバーしようということで進めてきております。そして、どうしても

ドア・ツー・ドアのところまでまだまだ費用対効果、その他時間的な制約等々もあってコミュニ

ティバスでということは、現在では難しいなと考えているところですが、どうしても本当に厳し

いところがあるところは存じ上げておりまして、そこにつきましては集落支援員等を配置して対

策を練っているところもございます。さらには、将来的にはやはり福祉的な観点から地域の皆様

方のお力を借りながら改善していく、対応していくということまで考えていかなければ、なかな

か中山間地でよそでやっているようなドア・ツー・ドアのことができるのかなという思いがござ

いますので、いろいろな資源を使うことが大事ではないかなと、今現時点では考えているところ

でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  今お答えいただきました集落支援員制度、あるいは地域の方々の

力を借りて対応するということでございますけれども、それを活用した五ヶ瀬モデルということ

になると思いますが、この集落支援員なんですけれども、現在確か２名いらっしゃるかというふ

うに思います。これは国の全額補助事業であるということでありまして、経費はかからないとい

うことではございますけれども、例えばこのモデルが確立すれば、その集落支援員という方々を

利用するとすれば、何人ぐらい必要になるのか、地域の方々の力を借りてということであれば、

そこまでないのかもしれませんけれども、やはりそれ相応の方々にお願いしなくてはならないと

いうふうに思いますので、そこのところがどうお考えかなというふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。お答えをいたします。 

 まだ、具体的に集落支援員でやる場所をどうのこうの想定はしておりませんので、何人必要か
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とかいうことまでのお答えはできないわけですが、基本的に集落支援員が、移動支援のみをもっ

て集落支援員が当たったほうがいいのかどうかという議論もありますし、本来の集落支援員は、

集落のあらゆる課題に対応していくために地域を巻き込んでの活動をするというのが本質ですの

で、本来、先ほど言いました地域の方々のお力を借りる仕組みづくりとか、そういったところま

で含めての集落支援員の配置がよいのではないかなと思うところです。 

 さらには集落、地域の話し合い活動とか、我が事として考えていただくようなそういう雰囲気

というか、そういうことを前段でやるべきことなのかなと思っているところでございます。コミ

ュニティバスは、現在のところ調査をやって、届いていないところを取り入れ、さらには非効率

的だったところをデマンドの型に変えて、効率性を上げていくということでの現在の取組だとい

うことで御理解いただけたらと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  まだ町内において、どういう方々がいわゆる交通弱者として困っ

ているのかということなんですけれども、路線のすぐ近くに家のある方、こういう方はいいので

しょうけれども、やはりバス停まで移動しなければならない住民の方々、高齢者であったり、障

害のある方であったり、荷物を持って何百メートルも歩かなければならない、上りもあれば下り

もあるでしょうし、雨や雪の降ることもあるというふうに思います。こういった方々のことを考

えてやらなければ、やはりその行政としてのサービスは成り立っていかないというふうに思うわ

けですけれども、このデマンドの新しい案の中で、そういったことが全てカバーできるというふ

うには思わないんですけれども、今後何かそういう地域の方々、あるいは集落支援員を利用して

やろうということでありますけれども、それが本当にやっていけるのかなというのが、少し心配

なところがあるわけですけれども、それについては何かお考えがあればというふうに思うんです

が。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。お答えをいたします。 

 先ほどから申し上げているとおりなんですが、いろいろな資源を活用しなければ、コミュニテ

ィバスで全てが解決するとは思ってございません。かといって、何かこれもあれもできるという

ことも、手段としてはあったにしても、五ヶ瀬町で全てができるのかなということを、地域の

方々と御相談しながらでないと先へは進まないのかなと思っております。ただ、一つ一つ進める

段階においての、今コミュニティバスの改善ということでやらせていただいておりますので、次

の段階では当然いろいろな支障ができるものは取り組んでいくということはやぶさかではないん

ですが、今現在コミュニティバスのデマンド化を図ることで繰り返しになりますが、利便性の向
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上と効率性の向上を図っていきたいというのが現時点でございますので、その先いろいろな方向

性があるところをみんなで議論をしなければということでございますので、現時点ではここに集

中して行いたいと思います。コミュニティバスのデマンド化一つ取りましても法的なクリアすべ

きものもございまして、いろいろなことをクリアしながら進めていくということを粛々とやりな

がら、一方では解決できない部分についての検討はしてまいる方向だというのが、今の現時点で

の考え方、進め方と思っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  現在のコミュニティバスでございますけれども、１日に数回決め

られたコースを回っておられるところであります。乗客、利用者が全くいない時間帯があるとい

うふうにも聞いております。こういったそういう時間帯を今度の五ヶ瀬モデルというのにうまく

反映されていくのでしょうか。そこ辺りをちょっとお伺いしたいと思います。また、五ヶ瀬モデ

ルを導入までにどれほどの期間を要し、経費はこれまでどおりなのかというのをお伺いしたいと

いうふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。甲斐政國議員の御質問にお答えいたします。 

 デマンド形態モデルにおいては、細かい部分で調整が必要な部分もあります。総合交通対策運

営委員会で再度検討を加える必要があると思っております。その後に法的な必要な公共交通会議

の開催、及び国への登録、届出等、手続を経て導入することになりますが、手続を経なくてもデ

マンド運行を導入できる一部の区間において、試験的に本年１１月をめどにデマンド運行を開始

したいと考えております。全体的な導入は、先ほど述べた手続等を本年度中に経て、新たなバス

停の準備を行った上で、利用者の混乱を招かない令和６年の７月が妥当だと考えておりますが、

同年度のいずれかの時期で導入を目指して作業を進めているところです。 

 また、経費に関しましては、現時点では今のところ変わるところはないかなと考えているとこ

ろです。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  本年度中に試験運行を行いながら、また１１月においては一部の

区間においては利用できるというようなことであります。来年７月の導入に向けて準備を進める

ということでございますけれども、まずは我々もしっかりとその状況を見ながら、意義のある対

策、そのデマンド交通となるように希望するところであります。 

 次に、２点目のデマンドタクシーの導入、可能性について考えをお伺いいたしたいというふう
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に思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。甲斐政國議員の２点目の御質問にお答えをいたします。 

 議員御指摘のとおり、デマンドタクシーにつきましては、利用者自宅と指定された目的地の間

をドア・ツー・ドアで運行する予約制の乗り合いタクシーと定義されているところであります。

各自治体で運行経路やダイヤを固定した予約方式やコミュニティバスとの併用等、様々な形態で

導入されております。 

 本町においては、町内にタクシー事業者もあり、また財政事情や効率的な総合交通対策の観点

から、現時点では町でデマンドタクシーを運行するという想定はございません。 

 一方では移動の支援に関しましては、先ほど申し上げましたが個別の要望があることも事実で

あります。第８区におきましては、地域に応じた課題解決のために、集落支援員を配置して高齢

者の移動支援も実施しているところでございます。これも先ほど申し上げましたが、いずれかは

コミュニティバスのみで対応が困難な部分については、町民の力をお借りしながら、地区の事情

に応じた移動支援が仕組みとして考えられればと思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  １点目につきましては、コミュニティバスのことについてお伺い

したわけですけれども、交通弱者といえる方々の悩みというのを解決するためには、やはり自宅

から目的地まで、または目的地から自宅までドア・ツー・ドアでなければ対策にはつながらない

というふうに考えられております。私は、これが十分必要だというふうに思っております。もう

皆さま御承知のとおりとは思いますけれども、既にデマンドタクシーを導入している自治体は県

内にも多数ございます。それぞれに実績も上がっております。このような自治体を研修して、導

入を検討するという考えもあるというふうに思います。先ほど町長の中では、町が運行する想定

はないということでございましたけれども、ほかの自治体では町がやるんではなくて、タクシー

会社がやっております。この点について、いわゆる研修をして導入の検討をする考えがあるのか

どうかというのをお伺いしたいというふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。御質問にお答えいたします。 

 先ほど言いましたあらゆる手法が、住民の方々の仕組みも含めてなんですが、デマンドタク

シー、先進地の勉強もしながら導入の可能性について検討するということはやぶさかではござい

ません。ただ、先ほど言いましたが、タクシー事業者もあって、通常のドア・ツー・ドアは、タ

クシーでもやられておるというところも一つ考えながら検討が必要なのかなと。現在県内でやら
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れている、いわゆるデマンドタクシーにつきましても、それぞれの実情に合わせて全体の中に仕

組みを持ち込んでいるのではないかと想像はしますが、いずれにしても、先進地の事例も当然で

ありますが勉強しながらということで考えてございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  このデマンドタクシーでございますけれども、実は、先日宮崎出

張の帰りに少し時間があったものですから、国富町のほうでデマンドタクシーをやっているとい

うことで、国富町役場の企画政策課というところを訪ねさせていただきました。それで状況をお

聞きしたところでございますけれども、その聞いた話をここで全部話しますととても時間が足り

ませんので、少しだけ話をさせていただきたいというふうに思います。 

 国富町デマンド型乗合タクシーということで、笑顔の架け橋、よつば号というのだそうであり

ますけれども、このよつば号、利用できる方が決まっていて事前に登録が必要です。利用回数に

制限がございます。 

 また、町内に事業所を有するタクシー会社と町が契約をしております。利用する人は電話でタ

クシー会社に専門の電話がございますので、それで予約をするということであります。そして自

宅から目的地まで、また目的地から自宅まで乗車できます。これは町内に限りますと。で、乗降

場所が決まっております。料金は４００円。目的地までのタクシー代の差額、いわゆる４００円

を差し引いた分を、町が負担するという形を取っているようであります。以前は宮崎交通と契約

して、コミュニティバスを走らせていたということでありますけれども、利用者が少なくて、い

わゆる空気を運んでいるようなものだということで、より実用性の高いデマンドタクシーに変更

したということでありました。 

 こういうことでございますけども、このことについて、国富町の対応について、何か御回答が

あればお伺いしたいというふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。特に回答はないんですが、またこちらのほうでも改めて調べ

させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  ぜひ行って、いろいろ検証していただくといいのかなというふう

に、私は思います。 

 このデマンドタクシー、これが定着すれば恐らく町民の方には本当に喜ばれるものだというふ

うに思います。コミバスと一緒にあるというわけではなくて、国富町はコミバスを廃止してデマ
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ンドタクシーを入れたということでございますので、今そのやり方が五ヶ瀬町にとって正しいか

どうかというのは、まだ分かりませんけれども、いろいろ研修とか重ねられて判断をしていただ

ければいいというふうに思うんですが、このことによって業財政改革には必ずつながると思って

おります。また多くの方々が利用されるようになれば、いわゆるタクシー会社の雇用、形態、雇

用の拡大にもつながっていくんではないかというふうにも思います。様々な問題があるというふ

うには思うんですけれども、検討するだけの価値は十分にあるというふうに考えております。 

 先ほど、集落支援員の方、あるいは地域の力というところで、お借りしながらということでご

ざいましたけれども、もし移動中に何かあったら大変なことであります。また、こういうことは

ないというふうに思いますけども、白タク行為だと言われるのもいかがなものかなと思いますの

で、このデマンドタクシー、事業化されるように前向きな議論を期待して、私の一般質問を終わ

ります。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  最後に全体を通してなんですが、現在コミュニティバスに関してデマン

ド化を図っていくという方向で、今改善の方向でということで考えておりますが、さらには導入

後も数年に一度コミュニティバス、現在も見直しを行ってございますが、ニーズに応じた路線帯

を見直しつつ、末永く町民の足として運行いただけるように努めてまいるということでございま

す。いずれにしても、現在このことをきちっとやって、先ほどからございましたことも含め、勉

強をしながら住民の足の確保については、一生懸命やりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  終わりましたけれども、やはり交通弱者のことを考えて、御対応

いただければ大変ありがたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（佐藤 成志君）  これで、甲斐政國議員の一般質問を終了します。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 成志君）  次に、１番、本田俊徳議員、御登壇願います。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。通告に従いまして質問いたします。 

 質問事項、小学校の共同調理について。 

 質問の要旨、１つ、給食を共同調理にする考えはないのか。 

 ２つ、コスト削減のために親子方式を検討できないか。 

 ３つ、将来的には民間委託も視野に入れてはどうか。 

 以上、質問いたします。 
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○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。 

 それでは、質問事項１、給食を共同調理にする考えはないのかについて伺います。 

 過去１０年以上も前から検討会等が開催されていると思いますが、最終の学校給食検討会が持

たれたのが令和元年７月と記録にあり、その中で「３年後辺りから検討を始めたい」、「教育委

員会、学校長、識者を入れて検討を行いたい」、「ことについては、令和元年１２月に行われる

総合教育会議において議題としてお願いしたい」とあり、その後の経過と現在の状況を伺いたい

と思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。本田議員の御質問にお答えをいたします。 

 今、御質問の中にございましたとおりなんですが、私のほうからは、行政側のどちらかという

と経過、それから、後ほど教育長のほうから、現在の状況等々課題も含めて御説明をさせていた

だきますが、全般にわたって大体御質問の内容がかぶっていくかもしれませんが、御容赦をいた

だきたいと思います。今ございましたとおりずっとこの間議論を重ねてきておりますが、もとも

とのスタートは平成２２年の３月の議会で一般質問、共同調理のお考えはないのかということで、

当時からやはり人口減少が予想されておりまして、併せて少子化がやってくるということでござ

います。さらには以前は各校それぞれで給食をやってきたことについては、やはり道路事情とか

いうものもあって、施設の問題もあってということで、ずっと自校方式でやってきていましたが、

将来に向かって人口減少を少子化する中では、やはり共同調理化を図って業財政改革をしながら、

費用を抑えることが必要ではないかという御議論だったと思います。それでその当時、教育長、

町長共に前向きに協議をしていくという答弁から議論がスタートしてございまして、町としては

当然給食は責任を持ってかけることなくやっていくということでございます。 

 さらには質を落とすことなく、少ない費用でやっていくというのが、地方自治の本旨ですので、

それに向かってやっていくという考えでこれまでやってきておりますが、議論の中身は共同調理

場ほか、親子方式、自校方式でやるのならばということも含めて、これまでセンター方式がいい

のか、親子方式がいいのか、自校方式がいいのか、当然行政とは独立した教育委員会ですので、

そちらのほうで現場も含めて議論をお願いしますという立場で、これまで議論をお願いしてきて

おります。それぞれにメリット、デメリットがあると承知しておりますが、そういったことを含

めて議論いただきたいというのがこれまでのところです。 

 ちなみに、多賀町は自校方式でやってございますが、いわゆる行政の職員ではなく、今は会計

年度任用職員という形でやっているようです。さらには日之影は親子方式ということでやられて

おりまして、令和５年からは委託方式になられておるということで、いずれも本町よりも費用を
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抑えられているということで、その財源を利用して他の政策や予算を振り分けておられるのかな

と。例えば、日之影は学校給食を無償化しておりますが、そういったところの取組の違いもある

のかなと思いながら、そこはまた研究が必要なのかなと思いつつ、これまでずっと人口減少、少

子化を見据えて議論が必要だというスタンスできておりますが、今ここにきてさらに少子化にき

ているということで、急がなければならない問題なのかなと、結論を早めに出すべきかなという

ふうに考えているところではございます。現状のところの御答弁は教育委員会のほうからお願い

いたします。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  教育長です。本田俊徳議員の小学校の給食共同調理についての御質問

にお答えいたします。 

 １番、２番、３番というふうにございますけれども、全て共通して流れている部分もございま

すので、総合的にお答えはさせていただけたらというふうにも思っております。 

 まず、学校給食の現在の状況についてですが、小学校４校、中学校１校の計５校とも単独の自

校方式による給食を実施しております。各校に調理員を１名ずつ配置しており、三ケ所小学校、

五ヶ瀬中学校には、会計年度入用職員をさらに１名ずつ配置しております。 

 また、献立作成や栄養管理等を含め、食育を推進する栄養教諭は三ケ所小学校に配置しており

ます。 

 御質問にあった初めの２つの方式、共同調理、親子方式については、町長の先ほどの御説明の

あったように、平成２２年以降様々に議論され、教育委員会内でも協議を行ってまいりましたが、

結果として現在まで先ほど御説明されたとおり、自校給食の形を取ってきております。自校給食

を続けてきた理由として一番大きいものは食育に関するものです。各校に給食調理員を配置し、

地域の産物や食文化などを含めた食育に関する機会というのを十分確保するというところに力を

入れてまいりました。 

 ２つ目は、各学校の教育課程、授業時間割等も含めてですが柔軟に対応できる点です。町内の

学校、様々な学校行事、学校独自に行っております。そういった各学校行事に合わせてや、場合

によっては教職員の出張等に合わせて、給食の時間を各学校で柔軟に設定できるような形、そう

いう状況にも自校給食はつながってきております。 

 ３つ目は、地域の方との触れ合いの場の創出です。コロナの影響で、この二、三年控えざるを

得なかったのですが、ワクワクランチサービスという取組を町内の各学校で行っております。こ

れは各学校で教育活動においてお世話になった方をはじめ、地域の方々を学校に招き、子供たち

と一緒に給食、楽しい時間を過ごしていただくという取り組みです。学校も地域の方と気軽に触

れ合える活動として、これは大切にしております。 
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 自校給食を行っている理由として、今大きく３つ理由を挙げさせていただきましたが、実は現

在課題にも直面しております。 

 課題の１つ目は児童数の減少です。 

 ６月の議会でも答弁させていただきましたが、児童数の減少は年を追って続く見込みで、令和

元年の予測を上回っております。それに伴って学校規模自体も縮小すること、これも予想され、

併せて教職員の数も減少してまいります。作る食数が少なくなってまいりますので、給食の在り

方も当然考えていかなくてはなりません。 

 ２つ目の課題は、給食調理に係る人材の確保です。 

 退職する給食調理員の補充が行われないというような中、会計年度任用職員を配置して運営を

行っておりますが、例えば調理員の休み等に係る後補充の人材を含め、人の確保に大変苦慮する

状況が生じております。これは現在の調理員の働き方、環境にも直結する問題ではないかという

ふうに考え、大変重く受け止めております。 

 ３つ目の課題は、コスト削減効率化についてです。 

 施設、設備等の維持、材料の仕入れやエネルギーの効率化については、現在の物価高の状況も

含めて、今後考えていかなくてはなりません。物価高により令和５年度、今年度より給食費のほ

うも値上げせざるを得ない状況でした。 

 御質問の小学校の給食共同調理、今後の学校給食の形についてですが、現在自校給食を行って

いる中で生じている課題は、今後さらに重くなってくることを予想しております。これまで検討

されてきた内容、様々な議論でデータ等もある程度揃っておりますので、これを基にして現在の

問題の状況や、今後の学校教育の在り方の検討も踏まえ、議員が御提案された共同調理親子方式、

人材問題からも将来的な委託等々も含め、本町の実態に照らして計画的に対応していく必要があ

る、そう考えております。 

 以上で答弁を終わります。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。先ほど私が質問いたしましたが、その後の、

要は令和元年１２月に行われる総合教育会議において議題としてお願いしたいということに対し

ての、開催したのか、していないのかということを伺いたかったんですよね。そのときに議題と

して持ち上がったかっていうこと。そこをお答えいただきたい。 

○議長（佐藤 成志君）  教育次長。 

○教育次長（菊池光一郎君）  教育次長です。本田議員の御質問にお答えします。 

 課題があるというところで、議論していかなければならないというところでございましたけれ

ども、その時点においては、その後課題に上がっておりましたけれども、具体的な協議というこ
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とはできておりませんでした。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。なぜやらないんですか。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  教育長です。本田議員の御質問にお答えいたします。 

 議論については、定例の教育委員会内で小規模になるかもしれませんけれども、いろいろ会議

の中で話合いというのは行っておりましたが、先ほど申しました食育の問題、そして各校の教育

課程の問題、そして地域の方との触れ合いの場の創出の問題、そっちのほうをまだ優先していた

とそういうことになります。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。それでは、内容をちょっと変えますけど、

児童数の推移として、４年後には３０名ほどの減が見込まれております。調理員の仕事について

差が生まれると思うんですよね。多い方は一人で２５名の児童数、少ないと一人で１０名ほどの

児童数の給食を作ると。そういった仕事量の不公平感というのがあると思うんですが、いかが思

われますか。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  教育長です。本田議員の御質問にお答えいたします。 

 当然、作る食数というものが変化してまいりますので、多い学校、少なくなる学校、そこで調

理員の仕事量に差が生じてくるということは、私もそう思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。それでは、給食調理員に対する児童数の決

まりとか、そういった割合とかはあるんでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  この児童数に対して何名のというような明確な規定というものはあり

ません。現在の人数でも十分対応できますので、こっから下に下がっていくというときに、それ

がどうこうということはないというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。調理員が１名で対応している小学校、ほと

んどのところだと思うんですが、緊急の休暇等に対応が難しいと思うのですが、どういった対処
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をされているのか伺いたい。 

○議長（佐藤 成志君）  教育次長。 

○教育次長（菊池光一郎君）  本田議員の御質問にお答えします。 

 お休み等を取られる場合には、事前にそのスケジュールを確認させていただいて、その方につ

いての代替職員さん、正職員であれば資格を持ったＯＢの方々を中心にお願いをして、調理に当

たっていただいているという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。そのことを共同調理にすれば、ある程度柔

軟な対応ができるんじゃないかという気がしておるのですが、いかがお考えですか。 

○議長（佐藤 成志君）  教育次長。 

○教育次長（菊池光一郎君）  教育次長です。ただいまの御質問でございますけれども、現在学校

の現場の職員の方々にも意見交換をさせていただいております。状況、状況、学校等でもそれぞ

れ人数の差もございますけれども、そのことも含めて現状の課題、あるいはこれまでなかったよ

うな取組方針も含めて、以前に比べて課題が大きいというふうになっておりますので、給食調理

の在り方も含めて、今後しっかりと意見交換させていただいている、そういう状況でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。先ほど、自校給食についての中でメリット

というか、これだからなんだと言われたのですが、食育について言われました。ただその食育と

いうことについて、それだから給食は必要なんだって言われるのも一理あるとは思うのですが、

果たして学校教育に全てをお任せするというのはいかがなものかと。食育、全てそういった食に

関することは、家庭も大事なその必要を担っているのではないかという気がしておるんですけど、

それだけですかね。食育、家庭では難しいですかね。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  本田議員の御質問にお答えいたします。 

 今、私が先ほど食育でというようなお話をしましたが、五ヶ瀬町では家庭教育五ヶ条というも

のを創設しております。その中で「あいうえお」となっているんですが、笑顔でご飯ということ

で、家庭教育の一環として、これは早寝、早起き、朝大豆、運動も含めてですけれども、そうい

った形で子供たちの、これは広く町民の皆様も含めてですけれども、意識を高めるそういった取

組はさせていただいているところでございます。 

 以上です。 



- 37 - 

 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  一つ伺います。弁当の日かいうのはあるんですか。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  教育長です。本田議員の御質問にお答えいたします。 

 申し訳ありません。本年度の実施状況についてはちょっと把握していないんですけれども、各

学校弁当の日の取組は、行事に合わせたり、そうじゃない日でもやっております。学校のほうで

は、弁当の日のときに自分が作ったお弁当を写真に貼って廊下に掲示したりと、そういった学校

もございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。それでは、この質問の最後の質問にします

けど、定期的に今後検討会を開かれるお考えはあるのでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  教育長です。本田議員の御質問にお答えいたします。 

 すいません、先ほど総合的に答弁をしてしまいましたが、３つの課題、先ほど御説明した部分、

その中で今現在の給食調理員も、いわゆる６０歳を近くになられている調理員さんもいらっしゃ

います。先ほども申しましたが、調理に携わる方々のそういった環境等も踏まえ、もうそういっ

た状況も喫緊なところございますので、それにつきましては定期的に会議を開いて、先ほど申し

ましたように、今後を見据えて話を進めなくてはいけないと、そう考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。今のところまだはっきりとした回答はいた

だけなかったと、私は感じているところですが、今後そういった定期的に検討会をしていただく

ということで、前向きなことが進めばいいなと思っているところです。 

 それでは、２番の質問に移させていただきます。 

 コスト削減のために親子方式を検討できないかについて、センター方式は給食センターの建設

に伴う費用の確保が難しいと思われますので、既存の施設を利用することがコスト削減に適応し

ているのではないかと私は考えております。現に、三ケ所小学校は２００名以上児童がいたこと

もあり、現在町の児童数の貢献に対するキャパシティは十分にあると思われます。また、ほかの

小学校の重機備品を再使用できれば費用も抑えられると思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  教育長です。本田議員の御質問にお答えいたします。 
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 センター方式と、いわゆる単独方式か共同調理方式かというようなところで、先ほどの説明に

も言ったんですが、今現状等を考えたときには、仮にセンターか親子かというようなことになっ

た場合、現状では親子方式のほうを取るということが、現実的にはその方向性のほうが高いんじ

ゃないかなというふうには考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  １番、本田俊徳です。現在の各小学校の給食室の補修または改修

の計画予定とかはあるんでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  教育次長。 

○教育次長（菊池光一郎君）  本田議員の御質問にお答えいたします。教育次長です。 

 大規模な改修というのは予定しておりませんけれども、それぞれ経年劣化があったりとか、機

械の故障があったりというところでございますので、そういうところは逐一確認をしながら改修、

あるいは物品購入等を実施しているところでございます。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  まだ全然話としては共同調理について見えていないところなんで

すけれども、あえて私としては仮定として今話をしておるところで、親子方式がいいんじゃない

かという話をさせてもらっておりますが、私の中で考える親子方式の中でのデメリットっていえ

ば、そこまでないとは思うんですが、給食運搬について、もう時間的に現在の道路事情から考え

ると、そこまで配送に対しても対応が可能ではないかという気がしているものですから、ぜひと

も親子方式ということを検討課題に上げていただいて、今後の話の中で出していただきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  それでは、３番の質問にさせていただきます。 

 将来的に民間に委託も視野に入れたらどうかということで、夏休み、冬休み、春休み等、給食

を作らない時期があると思うんですよね。そういったときに調理員の方は何をされているんです

かね。 

○議長（佐藤 成志君）  教育次長。 

○教育次長（菊池光一郎君）  教育次長です。普段の給食調理とは別に長期休暇の場合等において

は、特に給食室の整備が主でございます。給食の調理場の整理、備品の整理を含めて、普段でき

ない部分の学校内の給食調理室の清掃等をやっていると、あと危険個所の確認とかいうところも

併せてやっております。 

 以上です。 
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○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  給食調理の人権費用を日之影町と比べてみた場合、人数の違いは

あるかと思いますが、一概にはそう言えませんけども、資料によると約１,２００万ほどの差が

出ているかと思います。こういった費用を圧縮することによって、その他の有効活用する方法も

考えると。いかに税金を効率よく使うかということを考えられることも必要かと思いますが、ど

のようにお考えですか。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  教育長です。本田議員の御質問にお答えいたします。 

 給食を充実していくという中で、例えば自校給食で先ほどのようなという考え方も当然あると

思いますが、一方で例えばそういったところでコストを調整しつつ、先ほど給食費のお話も少し

差し上げましたけれども、そういったので例えばお金の部分で、そういった形で給食のほう、各

御家庭の御負担等も考えてというような考えもあるというふうに思います。そういったふうに私

も考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  本田俊徳議員。 

○議員（１番 本田 俊徳君）  そういった民間に委託することによって圧縮できるのであれば、

そういった費用を将来的には給食無償化とか、そういった子育て支援のほうに回すというような

考えも、利用法、使用法もあるかと思いますので、今後もぜひとも先ほど言いましたけど検討会

のほうを、ぜひ定期的に開催をお願いしたいと思っておるところです。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（佐藤 成志君）  これで、本田俊徳議員の一般質問を終了します。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 成志君）  おおむね１時間たちましたので、暫時休憩し、１１時から開始しますの

で、よろしくお願いします。１０分間休憩いたします。 

午前 10時 52分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 58分再開 

○議長（佐藤 成志君）  休憩を閉じ再開します。 

 次に、御登壇願います。 

○議員（２番 矢野  宏君）  ２番、矢野宏でございます。通告に従いまして、一般質問を行い

ます。 

 質問事項として１点目、子育て支援について伺います。 
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 子育ては町の将来にとって極めて重要な課題であり、その支援策には町民の声や意見が十分に

反映されるべきだと考えます。子育て支援の重要性や現在の取り組み、そして今後の方向性につ

いて伺いたいと思います。 

 ①子育て環境の改善について。 

 ②子育て支援の現在の取組について。 

 ③子育てにおける課題について。 

 ④子育てにおける経済的負担緩和について。 

 ２点目に、スキー場再開に向けての取組について伺います。 

 今シーズンのスキー場の営業も断念という結果になりましたが、２年間休業する代償はかなり

大きく、再開に向けても厳しいものがあると考えます。来季の再開に向けては総力戦で取り組ま

なければならないと考えますが、今後の取組について町長の考えを伺います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  ２番、矢野宏でございます。それでは、子育て支援について伺い

ます。 

 まず、子育て支援についてですが、子育て支援の重要性や今後の方向性について町長の考えを

伺います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。矢野宏議員子育て支援の御質問についてお答えをさせていた

だきます。 

 まず、子育て支援の考え方について述べさせていただきますが、子育て支援は出産後の子育て

に関わる支援だけではなく、妊娠、出産、子育てと妊娠から始まる出産子育てと一連の施策をい

うものであると考えてございます。子育て支援につきましては、平成２６年１１月に、まち・ひ

と・しごと創生法が制定されたことを受けまして、平成２７年１２月第１期のまち・ひと・しご

と創生総合戦略を策定し、子育て環境の改善に取り組んでまいりました。平成２７年度に出産祝

い金の創設やブックスタート、ウッドスタート、妊娠治療助成、妊産婦健康診査交通費助成を皮

切りに、平成２８年度以降も様々な子育て支援策を行っております。直近では令和５年度から

１５歳までの子供医療費を無償化しております。保護者の経済的負担の緩和は大きな効果がある

と考えてございます。具体的な質問内容につきましては、担当課長に答弁をさせます。 

 以上で答弁を終わります。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  ２番、矢野宏でございます。この子育て支援等の対策につきまし
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ては、過去にも数名の議員が質問されておりますけれども、現在スピードを増して変化をしてい

る現在の経済状況や生活環境の中で、五ヶ瀬に住んで子育てをされている親御さんはどのような

思いや考えを持っておられるかを把握をしたいということと、そしてその意見や要望を少しでも

政策に取り入れることができればと思いまして、今回独自に中央保育所及び鞍岡保育所に子供さ

んを出されている家庭全６１戸に対しましてアンケートの調査を行いました。 

 アンケートの結果につきましては、参考資料として、議長の許可を得てお手元にお配りしてお

りますので、どうぞ御覧いただきたいと思います。 

 なお、今回の調査の実施方法につきましては、アンケートの質問を子育てに関する事項に絞っ

て、部数も少ないことから紙媒体で行っております。 

 まず、福祉課長に保育所を使用する許可をいただきまして、各保育所長に配布、それから回収

について御協力をいただきました。忙しい中に協力いただきまして誠にありがとうございます。

また、このアンケート調査の有効性、それから信憑性につきましては、統計学的には回収率が重

要であるということで、一般的に回収率が６割で高い確率と言えるそうで、偏りも少なくなると

いうことであります。本アンケートにつきましては、部数が６１で回収が３９ですので、回収率

は６４％になります。また信憑性につきましても、無記名である性格上、本音で回答や意見を記

入できて、さらに封印して保育所に提出をしてもらっているということで、これにつきましてど

ちらも担保できていると判断をいたしまして、これに基づいて質問を行いたいと思います。 

 まず、①の子育て環境の改善についてですけれども、アンケートの問１の五ヶ瀬町は子育てし

やすい町ですかという問に、「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」が合わせて５４％、

「どちらかというとそう思わない」と「そう思わない」が４６％でほぼ半数の結果となっており

ます。しかし中身を見てみますと、「どちらかというと」で答えられた方が８割おられますので、

これにつきましては、政策次第でどちらへも変わるんじゃないかということと判断をしたところ

であります。 

 それから、問２のどんなところが子育てしやすいですかの問いには、「医療費助成制度が充実

している」と答えた方が一番多く４３％となっております。この制度につきましては、０歳から

１５歳までの医療費を全額町が負担するという制度ということで、これ町長の公約の中にもあっ

たと思いますが、本年度から施行されたものと認識をしておりますけども、この結果を見て、こ

れについては本当によい政策だったんだなという評価も皆さんから得ているというところであり

ます。 

 逆に、どんなところが子育てしにくいかの問いですけれども、これは、「遊び場が充実してい

ない」と答えられた方が半数近くいらっしゃいます。内容は、「公園を造ってほしい」という意

見がほとんどなのですが、この場合の公園は町内の子供が遊べる場所と認識をした上で、私は今
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後の子供の数の推移また場所の選定、それから予算などを総合的に考えると、現段階では公園を

新たに整備することは現実的ではないと考えております。 

 この公園の問題につきましては、本年度第１回定例会の一般質問で小笠原議員が質問をしてお

りますが、会議録を見てみますと執行部の答弁としては、「新たに公園は造らず遊具を設置する

方針」とあります。私も小さい子供でも遊べる遊具を新調して設置してみてはどうかと考えてい

たところであります。 

 そこで、遊具を設置する時期はいつ頃になるのか、また設置する場所等について具体的な考え

を伺います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。１点目の子育て環境の改善についてということでアンケート

に基づきということでございました。 

 これにつきましては、先ほど御紹介があったとおり、設置に向けて検討するということで考え

ていると御答弁をさせていただきました。具体的な内容を福祉課長より答弁をさせます。 

○議長（佐藤 成志君）  福祉課長。 

○福祉課長（武内 秀元君）  福祉課長です。矢野議員の御質問にお答えいたします。 

 先ほど町長の答弁の中でも御説明をさせていただきましたけども、平成２６年１１月に、ま

ち・ひと・しごと創生法が制定されたことを受けまして、平成２７年１２月第１期のまち・ひ

と・しごと創生総合戦略を策定いたしまして、子育て環境の改善に取り組んでまいりました。さ

らに令和３年２月に策定いたしました第２期のまち・ひと・しごと創生総合戦略では、令和７年

度までに遊具を設置する方向で検討を行っております。今年度５月ぐらいでしたかね、熊本県の

ほうの幾つか何か所か遊具を見に行ったんですけど、かなり大きな遊具でしたので、五ヶ瀬町で

それだけの予算的なものも含めて場所のスペースの問題であるとか、いろいろ検討はしなければ

いけないかなと思ってはいるところですが、具体的な設置場所と遊具の種類につきましては検討

中でございまして、いずれにしても令和７年度までには設置する方向ということで考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  設置場所や遊具の種類については、まだ検討中ということであり

ますけれども、遊具の種類につきましては、担当課を中心に検討いただければよいのかなと思い

ますが、このアンケートの中にあります意見で、よく行く公園の中に日之影の癒しの森運動公園

や椎葉村の交流拠点施設Ｋａｔｅｒｉｅが上がっていましたが、ここは実際見ていたんですけれ

ども、日之影の公園は遊具自体はそんなに充実している数があるとは思いませんでした。ただ地
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面が芝生で小さい子供が遊べる遊具があって、思い切り走り回れて親の目が行き届くという面で

はいい場所だなと思ったところであります。設置の場所につきましては、幾つか候補があるのか

もしれませんけれども、ぜひ地域性も考えて選定していただくように要望したいと思います。そ

して、７年度中にはということでありますが、なるべく早い段階で設置をお願いしたいと思って

おるところです。 

 それから椎葉村のＫａｔｅｒｉｅにつきましては、子供の遊ぶスペースのほかに、２万冊超の

本を備える図書館が完備されておりまして、木に触れ合う木工施設や村民の談話スペースなども

あります。１回見た感じでですね、ぜひこれも五ヶ瀬にもこういう施設がほしいなと率直に思っ

たところでした。まあこれにつきましては、また別の機会にまた議論をしてみたいなと思ってお

るところであります。 

 次に、子育て支援の現在の取組について伺います。 

 支援策は令和２年３月に策定された第２期五ヶ瀬町子ども・子育て支援事業計画を基に政策執

行されていると認識をしておりますけれども、支援策の現状とその中で重点を置いている政策に

ついて伺います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  御質問にお答えをいたしますが、先ほどの子供の遊び場につきましてと

いうことで、できるだけ早くということでございますので、下調べ等々急いでやりたいなと思い

ます。ただ、設置場所を想定したところの課題というか対策もいるということですので、すぐに

場所を決めてというわけにもいかない部分もあるので、ちょっとトータルで後々まで喜んでいた

だくようなことを考えなければならないなと思っております。 

 それから、以前も遊具の話は出たということでございましたが、そのときもお答えした子供た

ち自身が実際にはどこで遊びたいのかなと、親御さんのアンケートだと日之影じゃどこじゃとい

うことはあるのかもしれませんが、子供たちは通常保育園で遊んでいて本当に楽しく遊んでいま

す。鞍岡保育所は休みの日も使える園庭の開放をしています。中央保育所も園庭の開放ができな

いかということで、できるんじゃないかという方向性になっていますので、もし園庭開放できれ

ば子供たちにとっては、子供たちは普段遊び慣れたところで友達ももし来ればさらに楽しいのか

なということも考えているところでございます。 

 ２点目のどんな事業に取り組んでいるかということでございますが、これも具体的事業になり

ますので、担当課長よりお答えさせていただきます。 

○議長（佐藤 成志君）  福祉課長。 

○福祉課長（武内 秀元君）  福祉課長です。２点目の子育て支援の現在の取組についての御質問

ですけれども、妊娠、出産から子育てに関します１６ほど福祉課で把握している事業がございま
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す。 

 まず妊娠につきましては、不妊治療助成事業、妊婦健康審査助成及び交通費の助成、妊婦歯科

検診がございます。 

 出産に関しましては、出産祝い金、ブックスタート、ウッドスタート、産婦健康審査助成、産

後ケア事業、出産前の宿泊助成事業、新生児聴覚検査助成がございます。 

 子育て支援に関しましては、子供医療費助成、ひとり親家庭医療費助成、乳幼児健康診査助成、

未熟児養育医療費助成がございます。また保育料につきましては、国の基準額より低く設定をし

ておりまして、保護者の負担を軽減する措置を取っております。今申し上げました事業を、ほか

の市町村と比較しても遜色ない数の事業があるというふうに考えております。特に重点を置いて

いる事業は、今年度から子供医療費につきまして、１５歳まで無償化したことにより、保護者の

経済的負担が緩和されたというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  今、答弁の中に１６もの事業を行っているということであります

けれども、子育てしにくい事項の中に「支援の内容が少ない」とか、またこの支援事業の情報の

入手先を伺ったところ、「入手先がない」及び「分からない」と回答された方もおられます。こ

れを考えたときにこの情報の伝達や手段については、いかがお考えでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  福祉課長。 

○福祉課長（武内 秀元君）  福祉課長です。町のホームページにも載せているものもあるんです

けども、これ全てではなくて、今準備しているのが子育て支援センターでつくっている小さな冊

子がございまして、それをホームページに載せようという準備をしているところでございます。

それと、先ほど申しました１６の事業が一目で分かるようなものも、私としてはあるといいなと

は思いますが、まずは子育て支援センターでつくっている冊子を生かせたらというふうには考え

ておりますので、少しでも見ていただけるような取組をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  了解したところであります。 

 次に、子育ての課題についてですけれども、これは病児保育についてですけれども、子供が病

気になったときに親と同居している家庭とか、近くに預けられる人がいる家庭はよいのですけれ

ども、核家族で預けられるところがない家庭においては、どうしても親のどちらかが仕事を休ま

なくてはならない状況が出てきます。特に少し前のコロナが感染拡大したときには本当に大変だ
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ったと思います。こういうことを考えたときに病児保育についての設置は、今の五ヶ瀬町におい

て可能かどうかをお伺いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  福祉課長。 

○福祉課長（武内 秀元君）  福祉課長です。矢野議員の御質問にお答えいたします。 

 病児、病後児保育というふうにありますが、ニーズはあるというふうに認識をしております。

例えば学校の先生が五ヶ瀬町に赴任してこられてすぐのときに、どうしても先生は学校に行かな

ければいけなくて、ただ子供を預ける場所がないというふうに困られたという過去にそういうこ

ともございましたので、先ほど矢野議員がおっしゃった核家族化によってのニーズというのも当

然あるというふうに考えております。ただ、病児保育を行うどうしても占有スペースが必要にな

ってまいります。それから看護師であるとか保育士、有資格者が必要になります。まずは占有可

能なスペースとなりますと、既存の施設ではなかなか思いつきませんけれども、例えば保育所に

空き部屋があれば、保育所が理想的ではないかというふうには考えておりますが、ただ、ほかの

園児と接触をしないような対策も必要になってくるというふうに考えております。 

 それからもう一つは、社会福祉協議会も考えてみたんですけど、局長とも話をしたんですが、

なかなかやっぱり空きスペースの問題をクリアしなければならないというふうに考えております。

ただ、年間を通してどれぐらいのニーズがあるのかというのが、なかなかやってみないと分から

ない部分はあるんですけど、現状ではスペースであるとか職員確保の課題を考えますと、厳しい

と言わざるを得ない状況ではないかというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  ２番、矢野宏です。答弁にもありました先生方の事もそうかなと

思いますし、一般の家庭としましては、子供が病気になって親が休まなければいけないといった

ときには、大体やっぱり母親なんですよね。特に母親の勤務先の職務改善等がなされなければ、

やっぱり今後も病児保育は必要になると思っておるところであります。設置は今のところ難しい

ということでありますけれども、これについては積極的に引き続き検討をお願いしたいと思って

おるところです。 

 また課題の中で、習い事が少ないというのもございます。中でも「英会話教室があるとよい」

ということでありますけれども、２０２０年から英語の授業が小学校３年生から義務化されまし

て、学校教育における比重も年々増加するものと思われます。早い段階から英語に触れるという

ことは、子供たちにとっては大いにプラスになりますし、また将来の可能性も広がるものと考え

ます。以前は町内にも個人やＡＬＴによる英語教室があったと記憶しておりますが、ちょっと聞

いた話ではＡＬＴの所属が変わるというふうにお聞きをしておりますが、その辺のところ詳しく
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お聞きしたいのと、それから、教育委員会の社会教育の一環として取り組める可能性があるかど

うか、これは教育長に伺いたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  教育長。 

○教育長（渡木 秀明君）  矢野議員の御質問にお答えいたします。 

 御質問にありましたが、ＡＬＴについては、従前はＪＥＴプログラムというＡＬＴの派遣のそ

ういう仕組みがございまして、町内にもそのＪＥＴプログラム、広報を利用してＡＬＴに来てい

ただいておりました。ここでコロナ禍に入りまして、全国的にＡＬＴが外国からやってこないと

いう事態が生じてしまいまして、その中で、そのときに来ていたＡＬＴにお話をさせていただき

まして、町職員として、ぜひこの町でＡＬＴももう本当に一人しかいなくてというような事情で

やっていただいていたというようなことがございます。 

 先ほど議員がおっしゃったとおり、このＡＬＴなんですが、この９月より安定したＡＬＴ人材

の確保に加え、ＡＬＴとしての質の高いＡＬＴをより効率的に抑えた経費で学校に配置すること

ができるよう、派遣の会社のほうと委託契約ほうを結んで、派遣契約ですねＡＬＴの、これで今

回スタートしたということになります。従前は、例えば保育所等で何かあってといったときに、

ちょっと行ってくれるかということで、学校等も調整してすぐ行ってくれるというようなそうい

う環境もあったんですけれども、ちょっと９月からそういったような状況になっておりまして、

逆に言うと本人がそのつもりがあれば、あのアンケートの中にもお金はというようなところもち

らっと先ほど拝見させていただいたんですけど、そういった意味では、今現在の方がというとこ

ろではないかもしれませんけれども、少なくとも今のＡＬＴについてはそういうような形になっ

ているとそういう状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  ２番、矢野宏でございます。ＡＬＴが置かれている、今の現状等

については、今把握したところであります。 

 英語の英語教育の需要というのが、私が知るところによると年々高まっている。需要があると

思うんですよね。これ可能であれば、そういう英語教室辺りも、ぜひとも社会教育の一環として

でも、教育委員会のほうも御協力いただければと思っておるところです。よろしくお願いをした

いと思います。 

 次に、経済的な負担緩和について伺います。 

 経済的負担で一番多いのが、保育用品や医療品の購入費用ですけれども、経済的負担を軽減す

るために望む支援策につきましては、保育料や副食費の無償化が最も多い結果となっております。

保育料につきましては、保育所の運営の貴重な財源であるということから、保育所を町で運営し
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ている現状での無償化は難しいのかなという認識はしておりますけれども、これについて見解を

伺いたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。矢野議員の御質問にお答えいたします。 

 経済的負担の緩和ということでございます。お話の中にあったとおり、なかなか今の財政から

いくと無限にいろいろな支援ができるかというと、非常に厳しいものがございまして、ただ保育

料の話がございました。これにつきましては、以前は国基準で本当に高い保育料を収めていただ

いておりましたが、これにつきましては、基準額より低く設定をしておりまして、ちょっと前の

ところでいきますと、近隣の中では低く抑えた記憶がございまして、今もそれを行っております

ので、負担軽減は行っているということでございます。３歳以上は今回無料になりましたが、今

議論になっているのは３歳以下のところということでございます。トータルで申し上げますと、

国の支援がなければなかなかトータル的に支援ができないのかなということで、こども家庭庁も

できたし、国の異次元の子育て対策ということも言われております。我々町村会一緒になって国

のほうには陳情しながら、どこにいても応分の支援が受けられるような子育て支援ができないの

かということは訴えをしているところでございます。 

 さらには国のほうも一昨年、令和３年から子育て支援の支援金もずっと令和３年から一人当た

り５万円を４年、５年とそれから３年、４年には１０万円を支給するというようなこともやられ

ておりますので、そういったところを経済的負担の緩和にどうぞ御利用いただきましてというこ

とで考えているところでございます。先ほどもありましたが、いろいろな課題に向けての町でで

きることということは、経済的な負担のところはなかなか難しい部分があっても、例えばこれま

でも中央保育所を造って効率化も図りながら延長保育をやるとか、朝の時間も早く保育をすると

か、さらには支援センターを造って相談窓口を強化するとか、お預かりをするとか、そういった

ことを当然それも経済に反映するのかなと思ったりもしております。ただ今後考えるべきは、そ

れぞれの御家庭がありますので、例えば１人のお子さんのところ２人、３人では違うでしょうし、

いろいろなパターンがあると思いますので、経済的な御負担のところはそういう視点を持って、

何か考えるといいのかなということで考えてございます。いずれにしてもどこからか自由になる

金を生み出して、支援に持っていかなければいけませんので、ほかの施策と合わせて効率化を図

る一方で、子育て支援をやる財源確保ということも合わせてやっていきたいなと考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  もう一つ、アンケートの中の経済的負担緩和等について、何の施

策が望まれますかという意見の中に、ランドセルの購入費用の助成についてというのがございま
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す。これにつきましては、兼ねてから私もこのことについては思うところがございまして、私ご

とでありますけれども、今年初孫が１年生になるということで、昨年熊本のショッピングモール

に行って、売り場の人に話を聞いたわけですけれども、近年は入学の１年ぐらい前から予約を受

付ているということで、一番予約の多い時期は４月から５月ということでありました。値段も

６万から７万円台が売れているということで、ランドセル商戦も異常な域にきているなという印

象を持ったところでありました。 

 私もこういうことから考えますと、経済的負担の軽減を図る意味では、ランドセルの購入費用

の助成は、確かに必要だなと思っておるところでありますが、しかしながら果たしてそんな高額

のものが本当に必要なのかと疑問に思います。それよりもランドセルを町から新１年生に入学祝

として送ったらどうかと考えておるところです。最近は新しく開発されている安価で丈夫な、し

かも軽量のランドセルが幾つか出ております。入学祝にランドセルを送っているのは、全国の自

治体でも３例ぐらいであまり例がありません。宮崎県の自治体では都城市が中学１年生になる子

供たちから、要らなくなったものを提供してもらって、それを必要としている小学生に配布をし

ているというぐらいであります。こういうことからも話題性もかなり大きいと思いますけれども、

このことについて御意見をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  ランドセルにつきましても、以前から多分、秋元良一さんがされたこと

もあったかなというような記憶がしています。そのときとあまり変わらないんですが、先ほどの

財源の話と。今回児童手当も見直されて増額されたりということでございます。町のほうではな

かなか金が生めないのですが、それぞれの御家庭ではそういう支援も国からあるということもあ

りますので、そういうことも含めて本当はできればいいんでしょうけどというところで、何か先

ほどありました要らないランドセルの利活用もありましょうし、いろんなことを考えながら、ラ

ンドセルがいいのかどうか分かりませんが、いろんなお望みの部分で何らかの御希望に添えるよ

うなことは考えていきたいと思いますが、象徴的なところがランドセルということでお伺いして、

総合的に検討して、当然予算等の調整をしながらでございますが、できるだけ子育てに支援がで

きるようなことでは考えていきたいと思います。ランドセルそのもので今後やりますということ

は、ちょっと今現在は考えてございません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  小学校入学をする際には、体操用具とか通学用の服もそうですし、

いろんなものにお金がかかります。私がランドセルを取り上げた理由としましては、これがかな

り経済的な負担になっているなと思うんですよね。今のランドセルというのは６年間使ってもも
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う１回また６年間使えるようなものなんですよね。果たしてそれを高額なお金を出してやっぱり

買うのかというので、それぞれ家庭の自由ではありますけれども、なかなかやっぱり一人だけ違

うのを持ちますと、それに対していじめの温床にもなるのかなという気もしておりますので、こ

れ参考までに聞いていただければいいと思いますが、今話題になっているランドセルがございま

す。これはモンベル製のわんパックというものでありますけれども、アンケートの意見にもあっ

た全国に有名なアウトドア用品の専門メーカーであります。モンベルですね、これが富山県の立

山町と共同でつくったもので、その後全国で２つの自治体がこれを使用しているということであ

ります。この会社の店舗が南阿蘇村の道の駅あそ望の郷にございます。先日アポイントを取って

行ってまいりました。現物も置いてありまして、価格も１万４,０００円台とかなり格安で出し

ておられます。そこの店長とも話をさせてもらって、実用性や耐久性など６年間使うランドセル

としてどうかなどと聞いたところでした。配布された方からは、子供さんも含めモンベル製とい

うこともあり評判は上々ということでしたので、ぜひ一度参考に御覧になってみてはと思ってお

るところです。 

 というところで、次の質問に移りたいと思います。 

 スキー場再開に向けての取組方についてです。 

 町長のスキー場休業の判断は苦しい選択だったと思います。私も災害復旧工事の進捗状況など

総合的に判断した結果だと、今シーズンの営業は厳しいと思っておりましたので、町長の判断に

ついては支持をしております。 

 しかしながら、２年間休業する代償はかなり大きなものがあると考えますが、再建に向けての

取組方、これについて町長の考えを伺います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。矢野宏議員の御質問にお答えをいたします。 

 本件につきましては、７月末の第２回臨時会時の行政改革特別委員会で今シーズンの営業休止

の決断に至った経緯を御説明させていただきました。議員御指摘のとおり、２シーズンのブラン

クの影響は大きいものがあると感じております。臨時会後台風６号の接近により状況も変わって

おりますので、まずは災害復旧の状況について担当課長から説明をさせていただきます。 

○議長（佐藤 成志君）  建設課長。 

○建設課長（廣本 憲史君）  建設課長です。矢野宏議員の御質問にお答えいたします。 

 建設課のほうからは、今町長からございました７月３１日議会に御報告させていた後の本屋

敷・波帰線の被害の大きかった波帰について、その後の状況を答弁いたしたいと思っております。 

 ８月上旬台風６号の大雨により、かなり豪雨があったことから、地滑り想定線が雨に連動した

動きが確認されております。このことからそのデータのその収集と整理を行いまして、８月
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２９日火曜日なんですけども、県の災害担当の河川課のほうにお伺いしまして、データの状況の

説明等を行いまして、今後、地滑り災害としての申請についての協議と方針等を確認したところ

でございます。今後、地滑り災害等に持っていくための必須となっている学識経験者、専門家、

大学の先生等の意見聴取をいただいたり、災害復旧の工法、仮設の方法等の検討を進めながら地

滑り申請を進めていくことになります。 

 現時点では、以上の状況でございます。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。矢野議員の御質問にお答えいたします。 

 企画課管轄の、まずは、国有林道の災害復旧の状況であります。 

 国有林道については、国の管轄でございますけれども、随時、宮崎北部森林管理署と情報を共

有しつつ対応しているところであります。波帰国有林道の災害復旧においては、７月末に業者が

決定し、既に契約済みであり早急に着工する予定とのことですが、しかしながら、今年８月の台

風６号により、町道本屋敷・国見線が被災を受けていることに加え、白岩国有林道についても崩

土除去の必要があるとの情報を受けております。通行可能になり次第、着手になるものと思われ

ます。 

 次に、スキー場施設に関する状況でありますが、ゲレンデ排水流末箇所災害復旧については、

７月初旬の梅雨の影響により増破したことにより工法を変更し、次年度に予算を計上した上で、

令和６年度に着工予定とさせていただきます。スキー場水道管災害復旧及び人工降雪機、導水管

修繕ともに現段階では未着工の状況であります。水道管は波帰国有林道の復旧の状況を見て着工

を考えております。導水管については、町道本屋敷・波帰線、いわゆる波③の箇所の災害復旧工

事完了後の次年度に着工予定であります。国有林道及び施設の状況については以上であります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  ２番、矢野宏です。今答弁ありましたように、８月の台風６号を

去った後にスキー場へのつながる町道ですね、この波③ですね、この現場をちょっと確認をした

ところでした。上の吹き付けてあるブロックが落ちて、またそれを撤去しなければいけないとい

う話でありました。また、大変だなと思ったところであります。それから国見トンネル手前から

入る町道本屋敷・国見線、そしてその先の白岩林道の状況につきましては、写真を見せていただ

いて確認をしたところでありました。いずれも説明があったとおりで再度被害を受けておりまし

て、現場を見て気を落としたところでありますけれども、説明があったようにこれからまた関係

者が一丸となって、総力上げて復旧に当たられることと思います。どうぞくれぐれも事故等には

注意して、工事に当たっていただきたいと切に願うところであります。 
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 では、スキー場再開に向けた具体的な取組や考え方について伺いたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。矢野議員の御質問にお答えをいたします。 

 次年度再開に向けた取組についてという御質問でございます。 

 １点目として、向坂山森林公園の再生検討委員会（仮称）でございますが、設置したいと考え

ております。宮崎県、それから北部森林管理署、それから宮崎大学地域資源創成学部、民間旅行

関係事業者、観光協会及び現地で活動される団体、代表等々を構成として令和６年度末を期限と

する委員会を設置し、スキー場の再生や魅力化及び向坂山周辺のオールシーズン活用についての

アイデア出しを行いたいと考えており、本定例会終了後の設置に向けて準備を進めております。 

 ２点目として、スキー場施設そのもののイメージアップにつなげられればと考えているところ

であります。財政状況にもよりますが、老朽化した施設の修繕等、長寿命化の視点での修繕も当

然のことながら、３シーズンぶりの再開でお客様をお迎えするに当たり、可能な限り施設イメー

ジ向上の視点での改修も必要だと感じているところでございます。 

 ３点目として、営業活動及びＰＲの強化が重要であると考えております。 

 来年度の再開に向けては、向坂山森林公園再生検討委員会から出されたアイデアを含めて、株

式会社五ヶ瀬ハイランドを中心として、町、五ヶ瀬観光協会と連携して営業活動に取り組みたい

と考えています。またふるさと納税額の増収の取組と合わせ、ふるさと納税委託事業者の力を借

りつつスキー場の魅力を発信する仕組みづくりを模索したいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  ２番、矢野宏です。具体的に細かく答弁をいただきました。答弁

の中にスキー場再生でなく、その周辺のオールシーズン活用について協議する組織を設置したい

ということでありました。これ非常にやっぱり大事なところだと思っております。実は鞍岡でも

スキー場の再延期を受けまして、８月１８日にスキー場再開に向けて地元として何かできないか

と、地域おこし協力隊ＯＢの西川さんが発起人となりまして、祇園の里協議会の役員や鞍岡大好

き女子会、そして我々鞍岡選出の３人の議員も出席して、１０名で検討会を開きました。会では

スキー場は町にとって必要不可欠という認識を共有いたしまして、最後は行政に頼らない地域お

こしをやらなければならないという意見の下に、今年からお客さんを取り込むイベントを計画し

ておる段階でございます。 

 今後も鞍岡盛り上げ隊などにも広く呼びかけをいたしまして、鞍岡全体で組織を活発化してい

くことにしております。 

 地元もこういう取組をして、スキー場の再開をぜひ成功させようとしておりますので、町当局



- 52 - 

 

も最善を尽くし取り組んでいただきますよう切に要望いたします。 

 再度町長の決意をお伺いして、この質問を終わりたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  答弁をいたします。 

 先ほどの再生委員会につきましては、まだ具体的などういう検討ということまでは至っており

ませんが、いずれにしても広範囲の方々にお集まりいただきまして、アイデア出しをして、こん

なことができるんじゃないか、あんなことができるんじゃないか、これまでこう取り組んできた

けど、こういう改善がいるんじゃないか等を含めて御議論をいただきます。先ほど抜けておりま

したが、議会のほうからも代表の方に入っていただこうと考えているところです。そして私自身

もそして会社も行政も一丸となって、そして総力戦で取り組んで来年再開をして、さらにその後

お客様にたくさん来ていただいて喜んでいただきたいと考えてございます。議員から報告があっ

たように鞍岡地区でも民間主導でスキー場再開に向けて何かできないかと検討を始められたとい

うことで、本当に力強く思っているところです。引き続き、議会、町民、そして関係の皆様と力

を添えていただきながら、一緒になって来シーズンに向けて頑張って、活気あふれるスキー場を

営業できるように頑張ってまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 成志君）  矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  町長の決意をしっかり受け止めましたので、我々も精いっぱい再

建に向けて協力をしていきたいと思っております。 

 それから、先ほどの子育て支援のアンケートですけれども、この中かなりいろいろな意見があ

りますので、この意見につきましては、後ほど福祉課長のほうといろいろ相談をしながら、また

進めていければと思っておるところです。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 成志君）  次に、６番、太田保義議員、御登壇願います。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。通告に従いまして、次の２項目について一

般質問を行います。 

 １、施策内容に関する町民からの意見を求めるような機会を設けてはどうか。 

 質問の趣旨、施策の進捗状況とその効果については、直接町民の意向を把握することも必要で

はないかと考える。各年ごとにでも町民との対話の機会を設ける意向はないか。 

 ２、宮之原地区の電線地中化を検討してはどうか。 

 質問の趣旨、春先には五ヶ瀬町内の桜がここかしこと咲き誇る。特に宮之原地区には県内外か
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ら多くの観光客が訪れる。地区に張り巡らされた電線を地中に埋設することにより、一層桜の趣

が増すと考える。地域資源に目を向けた再開発の観点から検討してみてはどうか。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。 

 １番、施策内容に関する町民からの意見を求めるような機会を設けてはどうか。 

 質問の趣旨、施策の進捗状況とその効果については、直接町民の意向を把握することも必要で

はないかと考える。各年ごとにでも町民との対話の機会を設ける意向はないか。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。太田議員の御質問にお答えをいたします。 

 町民との対話の機会を設けて、施策の進捗状況を聞いたらどうかというような御質問かなと思

います。 

 これまで、ＰＤＣＡサイクルの重要性が解かれるようになった仮説において、本町でも平成の

１９年度から事務事業評価の公表、平成２３年度からは前五ヶ瀬町総合計画の施策進捗評価の公

表を行ってきた経緯がございます。 

 現在においては、まち・ひと・しごと創生総合戦略の評価後、審議会において意見交換を行っ

ているところでございます。そして、毎年、年度初めに、公民館長組長全体会議を実施して、町

の現状報告、そして当該年度の各施策の取組及び事業内容の説明と意見交換を行ってきていると

ころでございます。そのことが、それぞれの組から世帯にということで取組をさせていただいて

いるところでございます。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。ちょうど９月は決算時期になる。何でこん

な質問を出したかといいますと、これは私個人の考え方ですけど、各町民それぞれ税金を払って

らっしゃいます。会社で言えば株主みたいなもんじゃないかと思うんですけれども、そういった

意味で意見を求めたらどうかということで出した次第であります。それで、この町長からいただ

きました説明資料には熟知しております。これまでの議会というか町長の動きを見ると、飯干町

長は町民センターで１回意見交換会を開催されたんですね。それから、原田町長は各地区に回っ

て見えました。この前ありました公民館長組長全体会議、このときは私も参加させていただきま

した。ただ、そこで考えたことは、参加者の顔ぶれが男性が多い、そして高齢者が多いんですよ

ね。それで女性の参加が非常に少ない。特に子育てにいそしむような人たちの女性はほとんどな

かったと思います。今、女性参画社会とかうたわれていますけれども、私はこういった会議には、

五ヶ瀬町で中心となるような人たちの参加が必要だと思うんですけども、確かに報告いただいた
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行政資料は分かりやすいし、頭にも入りますけれども了解されるのはごく一部の人たちじゃない

かと思うんですよ。だから一番今重要な子育て、家事、仕事にいそしむような女性の人たちの声、

女性の意見を聞くような会、そういった会があったらいいかなと思っておって延べた次第であり

ますが、町長の意見をお伺いしたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。御質問にお答えをいたします。 

 まさにそのようなこともありまして、これまでも、町政座談会、報告会をずっと地区でやって

きました。去年できなかったのはコロナの関係、その前も二、三年できなかったのはコロナの関

係で、前原田町長も最後のほう何年かはできなかったのは、やはりいかんかったなと思いの中で

したがコロナでできなかったということでございまして、ただその前のいわゆる町政座談会とか

も、今議員がおっしゃったように、本当に限られた人で、特におっしゃったように本当に男性の

方、限られた方ということだったので、それもいかんねということで、年度初めにやはり館長さ

んは通常毎月お話はできますが、全体で組長さんまで通してやらんといかんなと、さらにそれが

組に伝わっていかなあかんなということで、平成何年だったかな、２８年ぐらいからですかね、

始めたのが館長組長全体会ということで、町がどのような仕組みでやっているかすら、これまで

はお伝えしていなかった部分があります。ですからそこは丁寧にやりたいというので、年度初め

にやってこれは効果が出ると思います。それでもお呼びかけの割には少なかったので、少し残念

だと思っています。 

 さらには、今議員がおっしゃったとおり、やはり女性とか若者とか直接的な意見を聞くべきじ

ゃないかということは、もうごもっともだと思います。それで私のほうではホームページのほう

に町長の部屋を就任してからつくらせていただきました。そこにメールとかで御意見をいただく

ことをやっております。さらにはＳＮＳの時代です。直接的にいろんな意見をお伺いします。逆

にこちらが発信したことに対しての判断もいただきます。そういったことでの意見の交換。さら

には今ちょうど計画していたのですが、商工会青年部とそれから青年団、この間イベントをやっ

ていただきましたが、その彼らとまた意見交換をやろうかという計画もしてございます。それか

ら農業委員さんとも意見交換をやらせていただきました。ちょっと違いますが、市長とかＪＡと

かにも来ていただいて、担当課と一緒に意見交換もやらせていただいております。そして先週で

すかね、１２区の中山間地総合整備事業の完成祝いがありまして、そういった場を借りて意見交

換をしたりとか、今後コロナが落ち着いてきたので、そういうものをもっともっと開催していた

だくと思うんですが、そういった場を借りて意見交換をすると、そういった場には限られた人じ

ゃなくてたくさんおいでですので、住民の直接的な意見が聞かれるのではないかということで、

積極的に参加をさせていただく、そういうことになってくるのかなと思っています。また必要で
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あればいろんなものを組み立てながら直接的な意見を聞きたい。ただ、さっき議員がおっしゃっ

たとおり、きちんとそこの場面を考えないと、なかなか本当の隅々までといいますか、いろんな

前みたいな座談会に限られた人で固定的だということにならないようにというのは同じ気持ちで

ございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。ちなみに、町長の部屋、小迫の部屋という

のは何名、どのくらいの件数のアクセスがあったもんですか。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。これが意外ときていなくて、意外とメールというのは今あん

まり使いにくいのかなと思います。１０件とかそんな感じだったと思います。まだまだ宣伝はし

たいなと思うんですが、でもその中身は政策的な話、こうしてくれああしてくれというよりも、

やはりお困り事、なるほどな、中には、例えば防災無線がこういう事情でうるさいとか、ここは

必要じゃないんじゃなかとか、いろんな御意見をいただいて、あ、なるほどだなと、それを持ち

込んでみんなで総務課も含めて議論していただいて、それを館長さんとかとも協議させていただ

いて、組長さんの御意見も聞いて、それでじゃあ改善を図りましょうかねということで、改善を

図った部分もございます。そういう細かなといいますか、住民の方の直接的な御意見をお伺いす

るにはいい事とだなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。今後とも町民のほうに意見を聞かれて、町

政の発展のために頑張っていただきたいと思います。ちょっと生意気なことを申し上げますけれ

ども、今、私たちは国民健康保険制度も当然のように利用されていますけれども、これの発端は

岩手県だったかな、町村を忘れたんですけど、その村民の実態を見た町長さんがこれではいけな

いということで、そういった保険制度を始めたと聞いております。得てして先進自治体というも

のは、待つんじゃなくして出かける、行政自らが出かけて行って、動くという方向に動いていま

すので、意見はあろうかと思いますけど、御検討のほうをお願いしまして、第１項目の質問を終

わります。 

○議長（佐藤 成志君）  ここでお昼になりましたので、太田議員の第２質問については、午後か

ら行いたいと思います。 

 一旦閉じまして、１３時より開会いたしますので、お集まりください。 

午前 11時 58分休憩 
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……………………………………………………………………………… 

午後１時 00分再開 

○議長（佐藤 成志君）  休憩を閉じ、再開いたします。 

 太田議員、質問をお願いします。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。午前中に引き続きまして、質問させていた

だきます。 

 ２番目になりますけれども、宮之原地区の電線地中化を検討してはどうか。 

 質問の趣旨、春先には五ヶ瀬町内には桜がここかしこと咲き誇る。特に宮之原地区には県内外

から多くの観光客が訪れる。地区に張り巡らされた電線を地中に埋設することにより一層桜の趣

が増すと考える。地域資源に目を向けた再開発の観点から検討してみてはどうか。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。太田議員の御質問にお答えをいたします。 

 宮之原地区における電線地中化を検討してはどうかという御質問でありますが、議員御指摘の

とおり、宮之原地区は、桜のシーズンには県内外から多くの観光客が訪れております。令和４年

の観光動向調査では、桜の時期である３、４月に浄専寺及び三ヶ所神社周辺に約２万

２,０００人、年間約８万人の観光客が訪れ、本町の中でも重要な観光スポットとなっておりま

す。 

 また、観光面だけではなく、同地区は歴史的文化施設も多く点在することから、令和４年４月

に施行した五ヶ瀬町景観計画において、景観形成地域に指定させていただいているところであり

ます。 

 宮之原地区の無電柱化につきましては、庁舎内でも幾度かアイデアとして挙げられてきた経緯

はございます。このようなハードに取り組む上においては、まずは住民の意識醸成が重要である

ことから、本地区のみならず、町全体の景観づくりを推進するための契機として、令和３年

１２月に景観条例を制定させていただいたところでございます。 

 現段階では無電柱化の計画はございません。まずは、町・町民・事業者がそれぞれの役割を認

識してお互いに連携・協働した景観づくりを目指すべきだと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。このことについては以前私も聞いたことが

あります。たしか県かどこかに相談されたらしいんです。そのとき、担当者のお言葉が、五ヶ瀬

町には予算の必要なところはほかにもあるでしょうと言われたということを間接的に聞いたこと

があります。 
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 桜の咲く頃に電線があるとないとでは、これはイメージが大分私は違うと思って挙げたんです

が。建設課長、すみません、突然。宮崎県無電柱化推進計画というのが策定されていますよね、

２０２１～２０２５。これについて検討されたことがあるかどうか、いきなりすみませんけど。 

○議長（佐藤 成志君）  建設課長。 

○建設課長（廣本 憲史君）  建設課長です。太田保義議員の御質問にお答えします。 

 建設課の無電柱化について答弁させていただきますけれども。五ヶ瀬町内につきましては、基

本的に国道２１８とか２６５、５０３号、それから竹田五ヶ瀬線、それから町道岩神西線におい

て、緊急輸送道路指定路線ということで、無電柱化の路線ということで指定されていると考えて

います。 

 しかしながら、この路線の無電柱化の考え方としましては、今後その道路に新規に設置する場

合に検討されるものということになっておりまして、既設の現在ある道路占用を認められた電柱

を全て無電柱化にするというものではないものであるようです。 

 よって、いろいろ無電柱化につきましては、緊急性とか景観とか観光とかいうことでいろいろ

な指定条件があるかとは思いますけれども、現在としましては、既設の電柱の無電柱化というも

のにつきましては、費用対効果の面からも考慮しないといけないと考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。そうですね、検討されたんですね。防災と

か、それから３番目に景観形成・観光振興などといわれますが、そういうことになっていれば致

し方ないですけど。費用云々という言葉があるんですけども、やる気になればできるんじゃない

かな。例えばワイナリーとかハイランドとかこの庁舎とか、これはそれなりの知恵と勇気でもっ

て建てられたと思うんです。もし、基本的にもう電線地中化には触れないということですからあ

れですけど、そういったことをやろうと思えばできないことじゃないかなと思うんですけど、町

長の考えをお伺いします。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  お答えをいたします。 

 今、先ほど言ったのはお分かりいただいたと思うんですが。今計画上は新規に造るところは無

電柱化せんと、緊急車両が通るのに、ばたばた地震で倒れたところは通れんき、それならもう無

電柱化したほうがいいんじゃないかということで、今建っているところをなんとかということで

はありません。 

 さらには、無電柱化するならば当然歩道のところを掘っていって、県が基本的には持ち主です、

国が、国かな、県かな、持ち主なので、そことの協議も要りますし、そのときに莫大な費用が発
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生するということと、当然、景観的には電線がないほうがいいんでしょうけれども、先ほど言わ

れました桜の時期というのは４月、５月。そのときの費用と比べた費用対効果がどうなのかとい

うことと、さらには今現在、逆に言うと、お客様たくさん来ていらっしゃいますが、収益として

上げている部分のほうが少なかったりするので、取組としてはそういったところも必要かなとい

うところで。現在住民のほうからも、地域の人からは無電柱化の話は出てございませんし、また、

景観審査会、景観条例等、それから計画をつくるように審査会を開いておりますが、その中でも

御意見としては出なかったということもありまして、今現在、宮之原地区の無電柱化、費用対効

果も含めて難しいのかなというところでございます。 

 先ほどおっしゃったＧパーク、ハイランドというのはＧパークですね、Ｇパークと、それから

ワイナリーと、それからここ、当初から計画を立てる折に、無電柱化というか、地下埋設でとい

う計画を立てれば、比較的もう土を掘っている状況の中で考える話ですので、可能だということ

で、その３つについてはやらせていただいているというところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。執行部の基本的な考え方は分かりました。

これで十分、分かったんですが。 

 私個人として思えば、中央道の建設も待ったなしで進んでいますし、スキー場がどうなるか分

からない。じゃあ五ヶ瀬に何があるかといったら、うのこの滝か浄専寺の桜かということになり

ます。 

 だから、もし仮に電線が地中下に埋められた場合は、私たちが見るその受け止め方よりも、他

の地域から来た方たちの受け止め方はまた違うものだと思います。桃源郷とかいろいろあります

ね。今インバウンド言われていますけども、結構、文明社会と縁にないようなところが人気の焦

点となっています。だから宮之原地区に仮に電線が１本もないような、小っちゃな民家なんか出

るでしょうか、中央の国道沿いにないような状態になっていたら、私たちにとっては当たり前か

もしれないけれども、県外から初めて来た人たちには、目には見えないけれども何か違うという

インスピレーションみたいなものを抱くんじゃないかと思います。そういった意識が次々にリ

ピーターの人を造成していくんじゃないかと。非常に私個人の考え方なんです。でも、執行部の

考え方は分かりましたから、一応これで質問を終わりますけど、また機会がありましたらお伺い

したいと思います。 

 これで質問を終わります。 

○議長（佐藤 成志君）  これで、太田保義議員の一般質問を終了します。 

……………………………………………………………………………… 
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○議長（佐藤 成志君）  次に、５番、田中春男議員、御登壇願います。 

○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中春男です。通告に従い一般質問を行います。 

 質問事項１、プレミアム商品券発行について。 

 質問の要旨、１点目、プレミアム商品券の、今回を含めて過去の購入世帯数と１世帯当たりの

平均購入金額について伺います。 

 ２点目、現在は希望世帯に販売となっているが、これを今後は町民全員に均等に配布すること

はできないか伺います。 

 質問事項２、町内における上水道の整備状況について。 

 質問の要旨、１点目、町内の上水道の現在までの整備状況について伺います。 

 ２点目、今後の上水道整備の進め方について伺います。 

 ３点目、具体的に町内全域の水道整備が完了する時期はいつ頃になるのか伺います。 

 以上、２項目について質問いたします。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中春男です。 

 まず、質問事項１のプレミアム商品券の、今回を含めて過去の購入世帯数と１世帯当たりの平

均購入金額について伺います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。田中議員の御質問にお答えをいたします。 

 プレミアム商品券発行についての御質問ですが、まずは過去の実績についてということですの

で、担当課長から答弁をさせます。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。田中春男議員の御質問にお答えいたします。 

 プレミアム商品券の過去の実績ですが、昨年度実施しました第１弾五ヶ瀬町応援消費加速化プ

レミアム付商品券発行事業においては４,９００セットを発行させていただきました。購入世帯

は５８０世帯、購入された１世帯当たりの平均購入金額は１０万９,８２７円でありました。 

 同じく、昨年度の第２弾五ヶ瀬町応援消費拡大支援プレミアム付商品券発行事業では

４,８００セットを発行させていただき、購入世帯は４７７世帯、購入された１世帯当たりの平

均購入金額は１３万８,０１７円でありました。 

 今年度実施しております五ヶ瀬町プレミアム付商品券発行事業については６,０００セットを

発行予定しておりますが、現在販売中であり、統計が取れていない状況にございます。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 
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○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中です。このプレミアム付の商品券の発行については、

町民も大変助かっていて、恩恵を受けているんじゃないかなと思われます。 

 しかし、今、企画課長が言われた中では、全世帯数の半数程度の方の利用にまだまだとどまっ

ていて、全町民がこのプレミアム付商品券の発行に恩恵を受けているとはまだまだ思えない状況

にあるかと思います。 

 そもそも、このプレミアム付商品券の発行するに当たっての目的というか、意義について伺い

たいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。田中議員の御質問にお答えいたします。 

 プレミアム商品券発行事業の主たる目的は、プレミアム率を利用した消費行動の喚起による町

内の景気経済対策であります。プレミアムを補助することで、消費者が余剰している金銭を域内

で循環させることで、大きな経済効果を生むとされております。よって、低所得者及び生活困窮

者支援を主たる目的としてはございません。 

 しかしながら、金銭的に余裕のない方もいらっしゃることも鑑みて、購入上限は設定している

ものの、１セットからの購入も可能とさせていただいております。 

 また、生活支援等を目的とした支援策については企画課が所管ではございませんけれども、別

途、商品券の配付や給付金の支給を行っております。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中です。今、目的としまして、消費者が余剰している金

銭を域内で循環させることで大きな経済効果を生むとされていますと言われましたけれども、ま

さにそのとおりではないかなとは思っております。 

 しかしながら、まだまだこの商品券を買いたくても買えない事実があるというのは現実だと考

えます。実際、私もこの商品券を利用させていただいております。３割のプレミア率は大変助か

っており、利用されている町民の方もありがたく感じておられるんじゃないかなと思われます。 

 しかし、先ほども言いましたが、町民の半数程度の世帯の利用にとどまっています。事実、プ

レミアム商品券を購入したくてもお金がないから買うことができないという意見を耳にすること

があります。こういった意見を聞くたびに、私は１万円分の商品券を買うと３,０００円お得に

なるから買ったほうがいいんじゃないですかとアドバイスはしているつもりですけれども、また

そこで返ってくるのが、そのお金がないと返事が返ってきます。こういった事実があるというこ

とについて、町長は御存じでしょうか。町長に伺います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 
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○町長（小迫 幸弘君）  町長です。田中春男議員の御質問にお答えをいたします。 

 いろんな世帯があるということの中で、お金があるないということは当然あるんだろうなとい

うことは承知してございます。 

 ただ、そのこととプレミアム商品券が全世帯にということは、経済対策と、それから困窮対策

とは、今、企画課長が説明したとおり違いますので、これは経済対策としてプレミアム商品券の

発行をしておりますので、全世帯が全員購入することの想定ということも当然御自由なわけです

から、そこを想定してということでもないということでございます。 

 経済対策としては、今先ほども申し上げましたが、３年、４年に１０万円ずつ非課税世帯に支

援金を交付したりと。昨年は電気ガス食料品等価格高騰対策で御支援をしたりとか、今年も価格

高騰支援給付金を御支援したりというところで、そういったものはプレミアム商品券とは別に低

所得非課税世帯のところに給付をするので、まさにそっちのほうは普通の、例えば所得税を納め

ていらっしゃる、住民税を納めていらっしゃる方には行かない支援なので、そちらのほうを重点

的にそういった困窮のところに支援をしているということでございまして。プレミアム商品券は

経済対策、貧困の対策としての困窮者対策としては支援金をということで、別枠でこれまで支援

をしてきているということでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  今、町長の答弁でございましたけれども、商品券の配付や給付金

の支給を低所得者世帯とかには行っているということでありますけれども。 

 このプレミアム商品券について、高齢者世帯、ひとり親世帯について、購入しづらいというか、

なかなかこういった環境ができているのではないでしょうかね。単純にこのプレミアム商品券の

３割の補助率を町内人口で割ると、１人当たり五千数百円になるのではないかなと思っておりま

す。事業の性質上、難しいところもあるのではと思いますが、今後これらの事業があるとしたら、

町民が平等に利用できるように一律に配布することに変更はできないものでしょうか。町長に伺

います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。御質問にお答えいたします。 

 先ほどから述べていますとおり、落ち込んだ町内経済の対策としてのプレミアム商品券ですの

で、一律に配ってそれが経済対策になるのかというもともとの成り立ちがございますので、プレ

ミアム商品券を一律に配るというようなことは、性質上想定はしていないというところでござい

ます。 

 繰り返しになりますが、生活支援等の目的での商品券配布ということは、別途対策としての先
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ほどからありました支援策ということと切り分けてプレミアム商品券はあるということで、御理

解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中です。プレミアム商品券の発行の意義、事業の目的に

ついては今の答弁で理解したつもりであります。 

 しかしながら、町民の生活支援、町内商店街の活性化から考えると、今後、国、県が実施され

なくても、町単独でこういった支援を取り組んでいくべきだと考えます。もちろん施策には財政

面もありますが、こういった商品券、または支援を行うことにより、町民の生活支援、町内の商

店街の活性化の起爆剤になると考えております。今後、また国、県の補助金の有効利用も含めて

取り組んでいただくことをここで強く要望しておきます。 

 以上で、質問事項１のプレミアム商品券発行について質問を終わります。 

 次に、質問事項２の町内における上水道の整備状況について。 

 質問要旨１の町内の現在までの上水道の整備状況について伺います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。町内における上水道の整備状況についての御質問であります。 

 水道は生活基盤に欠かすことのできないものであり、住民の生命を守るライフラインの最も大

切なものだと考えております。限られた予算の中ではありますが、安心で安全な水道水を安定し

て供給していきたいと考えております。 

 御質問の詳細につきましては、担当課であります建設課長から答弁をさせます。 

○議長（佐藤 成志君）  建設課長。 

○建設課長（廣本 憲史君）  建設課長です。田中春男議員の町内の上水道の現在までの整備状況

の御質問について答弁をいたします。 

 質問につきましては上水道の整備状況という御質問でございますけれども、上水道といわれる

のが５,０００人以上の施設ということなので、簡易水道事業の整備状況ということで答弁をさ

せていただきたいと思います。 

 本町では昭和１１年の赤谷水道施設完成を皮切りに、昭和３０年から５０年にかけて、町内

１４地区で地元の組合運営の簡易水道が進められてきたようです。 

 令和２年度末現在の整備状況につきましては、５地区、赤谷、坂本、兼ヶ瀬の地元組合営、そ

れから坂狩、五ヶ瀬町の公営の簡易水道事業と五ヶ瀬ハイランドスキー場の専用水道がございま

す。 

 五ヶ瀬町の簡易水道事業は、従来の桑野内地区の簡易水道事業の平成８年度の整備を皮切りに、
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室野地区とか鞍岡地区の簡易水道などを含めまして、平成２６年度に五ヶ瀬町簡易水道事業とし

て段階的に統合整備により施設整備を進めてまいってきております。 

 そのほか、小規模の水道施設につきましては、大石地区の１か所の飲料水供給施設、公営にな

りますけれども、それと地元の組合営による整備が進められてきているようでございます。 

 参考までですけども、令和４年度末現在の普及率につきましては、給水人口が２,４２６人、

人口が３,１２４人ということで７７.７％ということになっている状況でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中です。今の建設課長の答弁によりますと、昭和１１年

に赤谷地区水道施設完成を皮切りに、現在、約９０年近く経過した令和２年度末現在、町内の水

道施設の整備が完了していないということは、他町村に比べて遅れているのではないかなと思っ

ておるところであります。 

 簡易水道事業が５地区、専用水道が１か所、その他の小規模水道施設が１０施設、今ちょっと

建設課長から説明がありましたけれども、令和２年の実績としては給水人口２,５３３人、未普

及人口が１,０２９人と、水道普及率は７１.５％にとどまっていました。今の説明によりますと、

現在では７７.７％ということで、この３年間の間に少しは上がってきたんではないかなと思っ

ております。 

 この水道の計画を見ますと、集落が多い地区については、今後整備がいろんな事業を使って計

画されているようですが、小集落地区の整備も随時早急に進めていくべきだと考えます。今後の

水道整備の進め方について町長に伺います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。今後の進め方につきましても、具体的に建設課長から答弁を

させます。 

○議長（佐藤 成志君）  建設課長。 

○建設課長（廣本 憲史君）  建設課長です。今後の進め方についての御質問でありますけれども、

五ヶ瀬町新水道ビジョンの６２ページのほうにあります主要事業のスケジュールに基づきまして、

施設整備を進めてまいりたいと考えておりますけれども。 

 簡易水道の一元化に係る統合整備事業としまして、兼ヶ瀬地区、令和４年度から令和５年度と

いう計画になっていますが、令和６年度までかかるのかなと考えております。赤谷地区を令和

６年から令和１０年、坂本地区を令和６年から令和１２年。 

 それから、水道未普及地域の解消事業としましては、内の口地区を令和４年度から令和６年度、

第９区につきましては令和５年度から令和７年度、それから笠部地区につきまして令和６年から
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令和８年、また既設の施設の更新事業等につきましては、必要に応じて対応していきたいと考え

ているところであります。 

 水道未普及地域からの要望等につきましては、現地の状況を確認しながら検討していきたいと

建設課のほうでは考えているところです。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中です。今の答弁にありましたけれども、水道未普及地

域でも要望に応じて検討していくということでありますが、私としては検討ではなく整備を進め

ていくという返事をここでは期待しておりました。 

 実際、まだ町内には湧き水、また谷川の水を利用され、飲料水等に使用されている地区が多数

あります。特にこの現状は戸数が少ない集落に集中しているんじゃないかなと思っております。

このような地区においては、夏場の台風等の大雨では水が濁り、秋には落ち葉が詰まり、冬には

凍結といったことが毎年のように起こっており、またこれらの水道施設を管理するにも、高齢化

により管理も大変難しくなってきております。 

 事実、議会で町内巡回を行ったときに、ある地区の方が言われました。その方は谷川の水を利

用されており、冬場には水が枯れるので町営住宅を借りることはできないでしょうかといった意

見もありました。水道整備を要望しても、優先順位をつけられると、こういった集落については

後回しになっているのが事実ではないかなと思いますが、現時点で水道整備の要望が上がってい

る地区はどのぐらいあるんでしょうか、お聞きします。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。今の御質問についても具体的な内容ですので、建設課長から

答弁をさせます。 

○議長（佐藤 成志君）  建設課長。 

○建設課長（廣本 憲史君）  建設課長です。要望状況につきましてですけれども、議会のほうに

も要望書が提出されているかと存じますけれども。現在の状況としましては、水道ビジョンの主

要事業のスケジュールに記載されていない地区につきまして、御説明させていただきたいと思い

ますけれども。 

 新ビジョン以降に要望が出されている状況ですけれども、現在、鞍岡の原目地区、それから第

１４区から要望書が提出されております。そのほか、鞍岡の大平地区につきましては要望が出て

おりまして、今年度、県単事業により整備を予定しておりまして。それから三ヶ所の戸川地区か

らも道路関係と合わせて整備の要望がございましたけれども、既設の水道施設が以前整備したも

のであり、清掃等により使用ができる状況ということで、現在、清掃等を行ってその施設を活用
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しているという状況であります。 

 基本的に有利な補助事業を活用したいということで、農政関係の国の補助事業等を活用しなが

ら、それでできない場合は県単事業等で対応しているというのが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。すみません、補足をさせていただきます。 

 先ほどからあった、今、要望事項も受けて、それから水道ビジョンに載っているものは順次、

補助事業等を取り組みながら、そして要望事項を頂いているものについては検討して入れていく

というようなことをやっているということでございます。 

 それから、小規模の水道につきましては当然、御相談を頂かないとなかなか相談には乗れない

んですが、基本的にはきちっと相談に乗っているというのが今の現状です。そして、小規模水道

につきましては町単を使いまして、例えば給水施設のタンクでありますとか、いろんなホース類

とか、いろんなものを町単でやらせていただいております。それぞれの相談に応じて、予算がと

いう部分は、先ほどから言いましたとおりライフラインですので、できるだけ補正も組みながら

対応させていただいているということですので、要望活動されるところ、それから御相談をかけ

られるところも、それにはきちっと対応しているというのが、我々のほうのスタンスではそうい

うようなことでやらせていただいているということでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  私の地区でも、大平地区なんですけど、以前からずっと要望調査

等で毎年やっておりまして、今年やっと事業化されるということで、本当にありがたく思ってお

るところであります。 

 五ヶ瀬町が令和４年３月に策定した五ヶ瀬町水道ビジョンによりますと、安心で快適な暮らし

を維持する五ヶ瀬の水道、おいしい水をいつでも、どこでも、誰でも、いつまでもの実現に向け、

持続可能な水道、安全な水道及び強靭な水道の３つの基本計画の下、具体的な推進を図っていく

ものとなっており、この基本的な計画により、令和１３年度を目標年度とする５０年、１００年

先の将来を見据えた１０年間の経過期間が策定されております。 

 これを見る限りでは、令和１３年度には町内全域の水道未普及地区も含めて水道整備が完了す

るものと理解しておりますが、こういった理解でよろしいでしょうか。また、具体的に水道整備

の完了時期はいつ頃になる予定でしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  建設課長。 

○建設課長（廣本 憲史君）  建設課長です。田中春男議員の御質問にお答えいたします。 
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 具体的に町内全域の水道整備が完了する予定時期ということでの御質問でございますけれども、

現時点の回答としましては、町内全域の水道整備の完了につきましては、明確に答弁は控えさせ

ていただきますけれども。 

 現在、先ほどお話ありました事業スケジュールに伴う地区につきましては、計画に基づき整備

を進めたいと考えているところであります。 

 しかしながら、先ほど申し上げましたとおり、農政関係の有利な補助事業等を活用することか

ら、予算配分等の状況によりまして年度の変更とか生じてくるかとは思われますが、早期整備に

努めたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。さらに補足をさせていただきますが。 

 いろんな各地区ございまして、やはり各地区の御理解だったり御協力体制みたいなところで、

要望はされていてもなかなか実際の事業に着手ができなかったりとか、こちらから逆に言うと、

もうそろそろやられたほうがいいんじゃないですかという中で、まとまりがつかなかったりとい

うこともこれまでの水道の整備の中ではございます。 

 そんなことがないように、ぜひぜひ、我々も努力をしますが、地域の御協力、御理解が頂きた

いなというところも我々側にはあって、みんなで住みよい五ヶ瀬町のためには水道ということが、

平成の１０年代ぐらいから、はっきり言いまして、やっぱり水道をきちんとやっていこうやとい

う流れがずっとここまで来ていて、水道ビジョンもつくって、今後もやっていくというのが我々

の基本的なスタンスとなっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中です。先ほど町長が言われましたけれども、要望が上

がってくれば対応はしていくということでございますので、私たち議会の一員としても、そうい

った小集落の整備について地元からの要望を上げてもらうような、また指導もしていきたいと考

えております。 

 実際、私の住んでいる１３区においても、過去に住民の方がお金を出してボーリングをされ、

水道整備をされた地区があります。しかし、しっかりとした調査を行って整備されたものではな

いので、地震後には濁ったりとか、水がちょっと少なくなったりとか、こういったことが発生し

ていることも事実です。こういったことを解消するためにも、早急な整備が必要になってくるん

ではないかなと考えております。 

 住民の要望や期待に応えながら、住民に信頼され満足度の高い運営を図るとともに、いつでも
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どこでも誰でも安心しておいしく飲める水道水をいつまでも安定して供給していきますと、五ヶ

瀬町新水道ビジョンの中に、五ヶ瀬町の水道の将来像として掲げてあります。その実現に向けて、

少しでも早い時期にこういった小集落の整備も含めて、水道未普及地区の解消に努めていただき

たいと思います。よろしくお願いしておきます。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（佐藤 成志君）  これで、田中春男議員の一般質問を終了します。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 成志君）  次に、４番、小笠原将太郎議員、御登壇願います。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎、通告に従いまして一般質問を行います。 

 まず、質問事項１、町立病院で発生したコロナウイルスの感染について。 

 質問の要旨、発生に至った経緯と、原因の説明を町民に対して十分に行うべきではなかったか。

また、このような事態を再発させないための防止策及び今後どのように取り組んでいくのかお伺

いしたい。 

 質問事項その２、増加する自然災害に対する対策について。 

 五ヶ瀬町においても、また日本各地においても降雨量の異常な増加による災害が連続して発生

している。五ヶ瀬町は地区ごと立地上環境の違いに伴うそれぞれの気候があり、降雨量にも大き

な差異が認められる。異常気象時に各地区の降雨量を把握しているのか。また激甚化する風水害

への今後の対策についてお伺いしたい。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎でございます。町立病院で発生したコロナ

ウイルスの感染について、その発生に至った経緯と原因の説明を受けたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。小笠原議員の御質問にお答えいたしますが、こちら病院の関

係で詳しく説明申し上げますので、事務長のほうから答弁をさせます。 

○議長（佐藤 成志君）  病院事務長。 

○病院事務長（奥村 和平君）  病院事務長です。小笠原議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、今回病院で発生いたしました新型コロナウイルス感染症のクラスターの発生の経緯につ

いてという御質問です。 

 この件に関しましては、去る７月の３１日の日に行財政改革特別委員会におきまして、時系列

で詳細の御説明はさせていただいたところであります。今回改めまして、その経緯についてお話

をさせていただきます。 
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 まず、当該病棟の看護師が最初に、勤務中ではあったんですけれども体調の不良を訴えて、直

ちに抗原検査をしたところ陽性が判明したということで、自宅療養に入ったところであります。

その日勤務した内容を調査しまして、看護ケアに当たったであろう入院の患者様の関係がありま

したので、直ちに入院患者様全員の抗原検査をして陽性を確認したところでありますが。その後

だったんですが、入院患者様が陽性が判明したということで、直ちにその陽性の患者さんと同室

の方々も含めて、その部屋を隔離して、その後幾度となくスクリーニング検査を行ったところで

あります。その患者様には大変な御負担だったんですけれども、最終的には延べ６回にわたり全

入院患者様の抗原検査を実施いたしました。また、医師の判断ではあったんですが、抗原検査で

拾えないものについては、医師の判断でＰＣＲ検査も実施しております。計６回ＰＣＲ検査を行

ったところです。最終的に入院患者様が５名陽性になってしまうという経緯となっております。 

 その後、そういった陽性の患者さんを恐らくケアしていたであろうその他の病棟の職員が、間

隔がちょっと空いてはいたんですけれども、陽性が発生しまして、最終的に病棟に勤務する７名

の職員が自宅療養を余儀なくされたということになります。そういうことになれば、今度は夜勤

帯の勤務する職員が不足するものですから、その対策として、やむを得ない事情ではあったんで

すが、判断として一部外来の診療を一部制限をかけまして、外来の看護職員を病棟勤務に当たら

せざるを得ないという状況であります。 

 結果、７月１９日から２７日にかけまして、内科、外科の一部診療を中止するという結果とな

りました。御利用されていた患者様や地域の皆様方には大変な御迷惑をおかけすることとはなり

ました。 

 しかしながら、対面診療は止めたんですけれども、その間、電話診療による定期薬の処方であ

ったり、当然救急の受入れは継続しておりました。また、発熱外来もその間、これまでどおりと

いうことで実施はさせていただいたところであります。 

 その休診の期間中に受診を予定されておりました患者様に対しましては、できる限り、防災無

線等で周知はしましたけれども、直接連絡できるところには直接電話をして御連絡を差し上げた

ところではありました。しかしながら、町外の利用者様もいらっしゃったということで、そこに

対しては十分な周知はできていなかったのかなという反省点もございます。 

 発生の経緯については以上でございます。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎です。時系列に沿った御丁寧な説明、そし

て十分な対応を取られたことを改めてお聞きいたしまして安心いたしました。 

 続きまして、今後の防止策についてどのようにお考えなのかお聞きしたいと思っております。

よろしくお願いいたします。 
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○議長（佐藤 成志君）  病院事務長。 

○病院事務長（奥村 和平君）  病院事務長です。小笠原議員の質問にお答えいたします。 

 今後の感染拡大防止の対応ということで、今回病院としましても初めての経験でありましたし、

終息後、病院の中に設けております院内感染防止対策委員会、これを中心に今回の事象の検証を

進めまして、今後の感染防止対策を進めていくということを進めております。感染防止に対する

情報収集、あとは職員の研修等々も進めておるところであります。 

 また今回、実を言いますと、診療報酬上の感染防止対策向上加算という診療報酬の点数が取れ

るところがあるんですが、この診療報酬を取るためには、地域の近隣病院との連携を進めて取組

を進めなければならないということになっております。高千穂町立病院、日之影町立病院、そし

てお隣、大都町のそよう病院と当院、４つの病院で連携をしまして、随時、情報収集等、学習、

研修等々を進めております。で、高千穂町立病院に感染症の専門の資格を持たれた看護師がいら

っしゃいます。今回、院内のクラスターにおきましても、直ちにおいでいただいてアドバイスを

頂いたところです。その看護師の方を中心に、この西臼杵圏域での感染対策についての病院間で

の情報交換と連携を進めております。さらに、これにつきましても、今後も引き続き、連携を深

めながら感染対策に当たっていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎です。十分な対策を取られ、今後このよう

なことが起こらないということで、対応を取られているということを十分理解できました。 

 繰り返しになるんですけども、再発防止、起こることはもうないんでしょうけども、引き続き、

やはり町内外で、また私たち議員の中であったり、いろんなところで、まだコロナはくすぶり続

けているというのが現状でございますので、再発防止に向けてどのような対策を取られていくの

か、そこを改めて教えていただきたいと思うんですが、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  病院事務長。 

○病院事務長（奥村 和平君）  再発防止の取組という御質問であります。 

 先ほども述べさせていただきましたので、繰り返しになりますが、当然、院内でのしっかりと

した職員の研修を進めて、さらには先ほど申しました、近隣の病院との連携も深めつつ、さらに

十分な感染症に対する知識の習得と訓練を進めていきながら、何分にも見えない相手との戦いで

あります。もう３年以上、この感染対策には神経を使ってきたところでありますが、なかなか、

先ほど小笠原議員もおっしゃったとおり、感染症は終息しておりません。いまだに発熱外来は、

日々症状を訴えていらっしゃる方々が病院を訪れていらっしゃいますので、全くこれからいつ終

息するとは分からない状況なんですけれども、引き続き、しっかりとした職員教育を進めながら



- 70 - 

 

対応していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎です。ありがとうございます。よくテレビ

等で聞くウイズコロナというのが、もう本当に今行われていると思います。そして私どもの五ヶ

瀬町には、とてもありがたい五ヶ瀬町立病院というのがございます。病院として病気の方を看護、

医療を行う場所でございますので、より一層のコロナに対する対策を練っていただきまして──

私、ひとつ冒頭に申すつもりだったんですけども、このコロナにかかった方というか、コロナの

ことというよりも、今度こういうことが起きないためにこの質問をさせていただいております。

ですので、私も含め、こちらにいらっしゃる皆様がコロナに対して対峙していくというか、です

ので、最初にコロナにかかったこの人がとか、そういうことを考えているところは毛頭ございま

せんし、オール五ヶ瀬でコロナに対して立ち向かっていけたらいいなと思っております。 

 ここで一つ、五ヶ瀬町立病院、今後、３町病院が編成で様相が変わってくると思うんですけど

も、五ヶ瀬町立病院で受けてよかった、そういうふうに皆様が思えるような病院に今後なってい

けるようなふうになればいいなと。また、今、奥村事務局長からの御説明を聞きましたら、そう

いうふうになっていくなと私は確信をしておりますので、これでもちまして、この町立病院で発

生したコロナウイルスの感染についての質問は終わります。 

 引き続き、２つ目の質問でございます。 

 質問の事項、増加する自然災害に対する対策について。 

 要旨、繰り返しになりますけども、五ヶ瀬町においても、また日本各地においても降雨量の異

常な増加による災害が連続して発生しています。五ヶ瀬町は地区ごとに立地条件が違い、それに

伴いそれぞれの気候があると思います。降雨量にも大きな差異が認められ、異常気象時に各地の

降雨量を把握しているのか。また、激甚化する風水害への今後の対策についてお伺いしたいです。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  小笠原議員の御質問にお答えをいたします。 

 本当に御指摘のとおり、激甚化、さらには頻発化してきておることに非常に危惧をしておりま

す。とにかく、住民の命をどう守るかということで、我々、対策を日々取っていくということが

大事かなと思ってございます。 

 特に情報の関係のお話もございます。具体的内容も含みますので、担当課長より答弁をさせた

いと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  総務課長。 

○総務課長（田原 昭生君）  総務課長です。小笠原議員の御質問にお答えします。 
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 御質問の中で、異常気象時に各地区の降雨量を把握しているのかとありますので、降雨量把握

の現状と対応についてお答えいたします。 

 町内の雨量計につきましては、気象台、国土交通省、県、町で設置されたものが三ヶ所地区で

３か所、桑野内地区で２か所、鞍岡地区で３か所、合計８か所設置されています。各雨量計の情

報につきましては、宮崎県河川課がリアルタイムで監視しておりまして、雨量計の情報は誰でも

インターネット等での入手が可能となっております。 

 町は、宮崎県気象台から大雨注意報が発令されますと、総務課担当で雨量情報をリアルタイム

にチェックし、大雨警報が発令されると、役場内に情報連絡本部を設置し、情報を収集する中、

河川水位の状況を見ながら、災害警戒本部、災害対策本部へ体制を強化しているところです。そ

れと同時に、避難所開設の協議を行い、各避難所へ職員配置体制を整え、避難所を開設し、防災

無線やメール、ＬＩＮＥで早めの避難を呼びかけています。 

 また、区公民館長や民生委員による高齢者世帯への避難誘導や、消防団による見回りなど、地

域でできる限りの対応をしていただいているところです。 

 近年、大雨等の情報や線状降水帯発生情報につきましては、大変入手しやすい環境にあるので、

町が避難情報を発表する前でも、自主的に安全な場所へ避難する町民の方もいらっしゃいます。

自分の命は自分で守ることが大変重要なことであります。町としても、防災訓練の実施や広報誌

等での啓蒙を、今後とも継続的に行っていかなければならないと思っております。 

 総務課としての回答は以上になります。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎です。雨量計の場所を私調べたんですけど

も、ちょっと申します。 

 桑野内ダム、これが九電が持っているんですね。それから桝形山の中継所、これは西臼岐支庁。

それからすぐ横の貫原橋、これも西臼岐支庁。三ヶ所、このすぐ近辺にあると思うんですけど、

これは国道事務所。それから鏡山というのがあるんですけど、これは熊本が持っているようです

ので、先ほど言われました８か所にはカウントされていないと思います。それから鞍岡、これは

気象庁の雨量計のようですね。それから本屋敷、これが国道事務所。それから波帰、これは西臼

岐支庁。それから飯干峠、これも西臼岐支庁でございます。 

 私が今申しました、これ全部で９か所になるんですけども、この中に８か所が入っているとい

うことで間違いないでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  総務課長。 

○総務課長（田原 昭生君）  総務課長です。小笠原議員の再質問にお答えします。 

 町内の雨量計の設置箇所ですけど、小笠原議員のほうも調べられたみたいですが、三ヶ所地区
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につきましては３か所と申しましたけど、飯干峠と貫原と三ヶ所。飯干峠、貫原が県の設置。三

ヶ所につきましてが国の設置ということで３か所になります。桑野内が桝形山と土生のところの

ぬくもりに設置してあります。桑野内ダムのところはちょっと違うと思いますけど、それで桑野

内が２か所になります。鞍岡が、本屋敷が国が設置、波帰が県、もう一つ鞍岡というのがありま

して、気象台が設置したものが３か所で、８か所。 

 またこれ以外で、線状降水帯等がかかった場合に、要するに近隣のところのデータも必要とな

りますので、椎葉村とか諸塚村の五ヶ瀬町に近接しているデータも随時見れるようになっており

ます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎です。ありがとうございました。若干ちょ

っとぬくもりが、私ちょっと調べが抜けておりました。 

 ここで、この雨量計というのは、降った後、降った量が分かるということで雨量計ですね。

１時間当たりどれだけ雨が降ったということで、雨量計が活用されていると思います。 

 それと、五ヶ瀬町内８か所ということなんですが、意外とまばら、抜けているというか、山間

部だったり、ちょっと周辺部。中心部といえば、ここが中心部という表現はあれかもしれません、

五ヶ瀬町どこでも中心部にならないといけないんでしょうけども、三ヶ所地区、この辺りに２か

所あるということでございます。 

 私は何が言いたいかといいますと、実際、これ、降雨量及びレーダーのアメダスだったり、そ

ういう状況も災害発生時には参考にされているのでしょうか。その辺をちょっとお聞きしたいん

ですが、お願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  総務課長。 

○総務課長（田原 昭生君）  総務課長です。小笠原議員の再質問にお答えします。 

 五ヶ瀬町防災ハザードマップというのを御覧になったかと思いますけど、ここに先ほど申し上

げたインターネットでも入手できますよということが書いてあります。 

 ここに書いてあるのが、まずインターネットによる情報の入手として、宮崎県の雨量とか河川

水位観測情報とか、宮崎県土砂災害危険度情報というのは、県の河川課がずっとリアルタイムで

監視しています。 

 それと別に、気象庁のほうが、名前のほう聞かれたかと思いますけど、高解像度降水ナウキャ

ストというのがありまして、それで線状降水帯とかの発生を予測して、それが今テレビとかイン

ターネットのほうに流れている状況です。これは非常に精度が上がっていて、例えば３０分後に

は雨が降り始めるとか、そういうのをずっと見て、総務課のほうは災害のときには待機しますの
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で、嫌というほどこの画面を見ています。多分一番町民の中では我々がこの画面を見ていると思

うんですよね。それに応じて防災無線とかをやっているような状況であります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎でございます。今からちょっと資料を皆様

のところに流させていただければと思うんですけども。私がちょっと早めに用意しておけばよか

ったんですけれども。これを今皆様に送らせて、タブレットでやっております。 

 今、課長が言われましたレーダーによる雨量の資料といいますか、どのようになっているかと

いう資料でございますが。レーダーは日本で最初に高山にレーダーができたというのは、小説な

んかにもなっておりますけども、富士山頂にレーダーが設置されました。それは、台風が来る、

襲来するのを早めに予測するということで、台風を設置することを行ったということです。 

 その後、気象庁が各地にいろんなレーダーを設置しております。ちなみに今、最新式のレー

ダーというのがＸバンドというレーダー、レーダーの種類をといったらＳだったりＣだったりＸ

だったり、要するに波長の長さなんですが。この波長が短くなるＸバンドになってくると、非常

に降雨量の把握が細かい場所でできる。今、皆様の手元にあると思うんですが、２５０メーター

のエリアで降雨量の予測ができるというようなレーダーがもう完備されております。実際、この

五ヶ瀬エリアというか、日本全国、この２５０メートルメッシュでの降雨量の把握ができるよう

な状況になっているそうです。 

 ただ、ここ、今回の私の一般質問での一番大切なところなんですけども、この宮崎県及び地方

といわれる場所には、最新型のレーダーというのは設置されていないんですね。最新型といいま

すのがＸというやつなんですけども、全国を一応くまなく２５０メートルメッシュのレーダーで

見るようにはなっておるんですが、熊本県の宇土にある最新式のやつでこの辺もカバーしている

と思われるんですが。 

 ぜひ、県及び国に働きかけていただきまして、今、九州のレーダーエリアというやつを皆様の

ほうに発信させていただいたんですが、これを見ていただいたら、この丸のところが、今、最新

型のＸバンドというレーダーのエリアになっております。見てのとおり、宮崎県と大分のほうに

はないんですね。なくても一応雨雲の把握はできるようにはなっておるんですけども、より細か

い詳細な降雨量の調査というのは、このやはり最新式のレーダーではないと行われないというこ

とらしいです。 

 ですので、ぜひ今後、雨が降った後にいろんな対策、いろんな災害が起きてしまったというこ

とももちろん現状なんですが、できましたら雨が降る前に、雨量計でどれだけ雨が降ったという

のを把握する前に、これだけの雨雲が近づいているというのをもっと詳細に把握できるように、
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県及び国にどんどん働きかけていただきまして、新しいレーダーを宮崎県内にも設置していただ

けるように働きかけていただけたらなと思っております。 

 これちょっと九州等の地図しかないんですけども、秋田とか、いわゆる地方といわれる田舎の

県にはこのレーダーは設置されていないです。というのが、最初の設置の目的が、都市部におけ

るゲリラ豪雨によって急な増水、そして人命が奪われるというようなことが起きたので、都市部

にこういうレーダーを先に設置したらしいんですが、私どもが住んでいるこの五ヶ瀬町において

も、やはり同じような人命の危機にさらされる可能性もあると思いますので、ぜひ県及び国、宮

崎県になるんでしょうけども、ぜひそういう働きかけをしていただきまして、五ヶ瀬町の町民の

生命と財産を守るべき働いていただけたらなと思っております。 

 それから、このレーダーの話は以上なんですけども、先ほど言われましたこの貫原橋のところ

に河川の水位計がございます。暗いんですよね、水位がよく分かりづらいというか、まあ見えな

いことはないんですけども、できたらもう少し明るく、水位の氾濫とか危険とかいうところにラ

イトが当たったらいいのではないかなと思ったりもするんですが、その辺は総務課長、どのよう

にお考えでしょうか、お願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  総務課長。 

○総務課長（田原 昭生君）  総務課長です。小笠原議員の再質問にお答えします。 

 河川の水位につきましては、総務課の事務室内で随時水位が分かるようになっています。仮に

あそこにライトを当てて、水位が何ぼだろうかと、例えば見に来た人が、その人が巻き込まれた

りとか、そういうのもあり得るし、例えばあそこに電気を当てる必要は仮にないんじゃないかな

と思っています、夜はですね。夜については、あそこの水位とそれは必ず合っていますので、そ

の水位で、もう１メートル３０超えたからというような判断を内部でやっているところです。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎です。課長、ありがとうございます。 

 ただ私が申し上げたかったのは、国交省が出しております川の防災情報というので、川の状況

をインターネットで家にいながら、貫原、ここら辺は貫原橋ともう１か所どこだったですかね、

馬見原のほうの河川の状況がライブカメラでずっと映像を上げていただいております。私も非常

に気になるので、台風で増水時なんかはそれを見るようにしておるんですけども。その映像がち

ょっと、ほかのところは結構明るいところもあったり、まあ暗いところもあるんですけども、で

きたらそれが明るいと、もし見たりするときに、わざわざ見に来るという意味ではなく、ネット

配信されておりますので、そこのところもぜひ行っていただけたらなと思っております。 

 また今後、台風もたびたび襲来してきますし、冒頭から申していますように、降雨量が非常に
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増えております。同じ場所が何度も壊れておる、そして先ほどから言われておりますスキー場の

再開についても、結局自然災害によって防止されているということがございますので。その自然

災害に立ち向かうためには、先ほども言いましたように、適応するといいますか、どのような雨

が降ってこのようになっているのか、そのような統計的な数字を把握して、これぐらいの雨が降

ったらこのようなことになった、このような雨が降っているので早めに逃げたほうがいい。それ

から道路のアスファルトの舗装についても、これぐらいの雨が降ったらこんなことになるんだと

いうようなことも、数値化といいますか、見える化といいますか、そういうふうにしていただい

て、繰り返し同じようなことが起きて、そこにまた予算をかけていくということももったいない

ような気がいたしますので、その辺の対策にこういうレーダーを設置、それから雨量計の活用を

していっていただければなと思っております。 

 以上で、私の質問は終わらせていただきます。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。最後にトータルで、情報も頂きましてありがとうございまし

た。我々はとにかく命をいかに守るかということで、情報も既に先ほど紹介したとおり、いろん

な、以前に比べたら本当にいろんな情報を取りながら分析をして、情報を皆様方に促して、避難

の指示とか、いろんなことをやらせていただいております。 

 特に若い人はいろんな、先ほどあったとおり、インターネットで情報を取ったり、いろいろな

ことができるんでしょうが、お年寄りについては防災無線を活用してやらせていただいておりま

すし、日頃の地域の人がいかに関わって、特に高齢者避難でしょうけれども、いただくかという

ことが大事かなと思っています。 

 さらには、今度はいろんな機器に頼ることも当然今もやっていて、それでやっていますが。さ

らには今、例えば気象庁とか建設省とか、いろんなホットラインがございまして、ちょっとこち

らのほうで、中央地域で、この山間部で雨が降ると必ず国土交通省から電話が、何かありません

かと。気象庁からも、警報が出たりするとホットラインで私のほうまで直接電話が来てというも

のもつくっていただいておりますので。先ほどからあった我々の情報分析とはまた別に、専門家

の方の情報分析も頂いたものが情報として我々のほうに来るということにもなっておりますので、

併せて御説明を申し上げました。 

 以上です。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ありがとうございました。 

○議長（佐藤 成志君）  これで、小笠原将太郎議員の一般質問を終了します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（佐藤 成志君）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 
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 本日はこれで散会します。 

 次回は９月６日午前１０時から開会しますので、定刻までに御参集ください。どうも御苦労さ

までした。 

○事務局長（齊家  晃君）  御起立ください。一同、礼。お疲れさまでした。 

午後２時 09分散会 

────────────────────────────── 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日目 



- 78 - 

 

令和５年第３回五ヶ瀬町議会定例会会議録 

（総括質疑） 

令和５年９月６日 

 

○ 会議に付した事件 

日程第 １． 

 

日程第 ２． 

 

 

日程第 ３． 

 

 

日程第 ４． 

 

 

日程第 ５． 

 

 

日程第 ６． 

 

 

日程第 ７． 

 

日程第 ８． 

 

 

 

 

議案第６２号 

 令和４年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認定について 

議案第６３号 

 令和４年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

議案第６４号 

 令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

議案第６５号 

 令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計決算の認定につい

て 

議案第６６号 

 令和４年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

議案第６７号 

 令和４年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 

議案第６８号 

 令和４年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について

発議第５号 

 決算審査特別委員会の設置について 



 

○ 出席議員（９名） 

１ 番 本 田 俊 徳 議員   ２ 番 矢 野  宏 議員 

３ 番 甲斐  義則 議員   ４ 番 小笠原 将太郎 議員   

５ 番 田中  春男 議員   ６ 番 太田  保義 議員     

７ 番 渡邊   孝 議員    ８ 番 甲斐  政國 議員 

９ 番 佐藤  成志 議員    

 

○ 欠席議員（なし） 

  

○ 地方自治法第１２１条の規定により、事件説明のため出席を求められたものは、次のとおり

である。 

五ヶ瀬町長  小迫 幸弘 

教 育 長  渡木 秀明 

監 査 委 員   後藤  栄 

 

○ 町長の委任を受けて説明のために出席したものは、次のとおりである。 

副 町 長  濵川 哲一    農 林 課 長  增永  稔 

総 務 課 長  田原 昭生    建 設 課 長  廣本 憲史 

企 画 課 長  北島 隆二    会 計 室 長  後藤 重喜 

町 民 課 長  垣内 広好    教 育 次 長  菊池 光一郎 

福 祉 課 長  武内 秀元    病院事務長  奥村 和平 

 

○ 職務のため出席した議会事務局職員 

議会事務局長  齊家  晃    書    記  那須 香織 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

午前10時00分開議 

○議長（佐藤 成志君）  ただいまから本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第６２号 

日程第２．議案第６３号 

日程第３．議案第６４号 

日程第４．議案第６５号 

日程第５．議案第６６号 

日程第６．議案第６７号 

日程第７．議案第６８号 

○議長（佐藤 成志君）  お諮りします。日程第１、議案第６２号令和４年度五ヶ瀬町一般会計歳

入歳出決算の認定についてから、日程第７、議案第６８号令和４年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳

入歳出決算の認定についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６２号から議案第６８号まで

の７件は、これを一括議題とします。 

 本７件につきましては、去る９月１日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質

疑に入ります。質疑がありましたらどうぞ。田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中です。議案第６２号の一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて質問をさせていただきます。 

 ページ数が９３ページです。この中の地域振興費の中で、負担金、補助及び交付金、その中で

高千穂郷・椎葉山地域活性化協議会負担金とありまして、１５０万円負担されています。調べま

したところ、前年度が９０万円、その前が１００万円と負担されていますけれども、この協議会

内でどのような使い方をされているのか、ちょっとお聞きします。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。田中春男議員の御質問にお答えいたします。 

 １５０万円の高千穂郷・椎葉山地域活性化協議会ですけど、世界農業遺産の事務局への負担金

になってございます。一昨年、その前の年と精算されて減額になっておるんですが、令和４年に

つきましては１５０万円、そのまま負担をしておるというようなところでございます。世界農業

遺産の活動費に充てているものです。 

 以上です。 



 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  世界農業遺産の活動費ということでありますけど、ちょっと具体

的な内容は分かりませんでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。田中春男議員の御質問にお答えいたします。 

 具体的な内容につきましては、今総括ですので、委員会の中で詳しく説明をしようとは考えて

おるところですけど、高千穂高校とか、五ヶ瀬中等校の生徒とかに、世界農業遺産の意識を啓発

したり、例えば、世界農業遺産用の特産品を開発したり、そういうことで事務局のほうで使われ

ていることになっております。 

 以上です。 

○議員（５番 田中 春男君）  分かりました。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ４番、小笠原将太郎です。６２号議案について質問させていた

だきます。決算書の１５７ページ、森林経営管理制度に係る意向調査委託料等ということで、こ

の委託料が１,７１３万円トータルで上がっておるんですが、そのことは、備考の欄にずらっと

書いてあるのですが、この内容について御説明をお願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  農林課長。 

○農林課長（增永  稔君）  農林課長です。ただいまの小笠原議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、森林経営管理制度に係る意向調査委託料につきましては、昨年度が第７区を対象に、森

林を今後自分で管理されるか、町人とか事業体にお願いするとか、そういったものの意向調査を

した部分であります。これは業者に委託した部分です。 

 続いて、有害獣捕獲指導員設置事業につきましては、現在２人お願いしておりまして、各町内

それぞれ回っていただいて、いろいろな箱わな等の監視とか、いろいろ巡回していただいている

ところであります。その分の委託料で森林組合のほうに関わる人です。 

あと、林地台帳システムにつきましては、これは林地台帳のシステムでございます。それの保守

関係になっております。 

 未整備森林緊急間伐事業につきましては、これにつきましては、いわゆる森林整備計画に入っ

ていない森林等で、特に近くに民家等があったりして、ちょっと間伐をしないと災害等の危険性

があるようなところを、森林組合にお願いしておるところであります。 

 林分調査票データ作成委託料につきましては、林地台帳管理システムがあるんですが、そこに

林道ごとの受益面積をデータ化したというところで、これも業者のほうに委託しております。 

 続いて、公営住宅周辺森林伐採業務委託料につきましては、これは公営住宅、今回は公営住宅



 

に影響を及ぼす支障木の伐採をしておりまして、廻渕住宅の裏山と杉の谷住宅の国道沿いの支障

木を伐採した部分であります。 

 これにつきましては以上であります。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎君。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ありがとうございました。 

 この最後の公営住宅周辺の分と未整備の上の、これは似たような性格のものになるのでしょう

か。 

○議長（佐藤 成志君）  農林課長。 

○農林課長（增永  稔君）  農林課長です。これにつきましては、未整備の森林につきましては

民有林になります、基本的にですね。公営住宅関係につきましては、総合融資とかの関係でこう

いったことを行ったものです。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎君。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  十分理解できました。ありがとうございました。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  議案第６２号の五ヶ瀬町一般会計歳入歳出でございますけれども、

これの１９ページになります。固定資産税が滞納繰越分として、収入未額が６３０万

５,８９１円発生しておりますけれども、これはどれぐらい前から発生しているものか、そして

また、これは個人なのか法人なのか、そこのところをお伺いしたいというふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町民課長。 

○町民課長（垣内 広好君）  町民課長です。ただいまの甲斐政國議員の御質問ですけども、滞納

の繰越分については、平成２２年度分からの累積であると思います。詳しい資料は、特別委員会

の資料で作っているんですけども、たしか平成２２年度分からの累積でありました。個人、法人、

両方含めての金額です。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  昨年度から比べると、多少は減少はしているんですけれども、恐

らく平成２２年度ということになると固定化しているのではないかというふうに思われます。そ

の対策をどういうふうにしてされるのか、ここで分かればですけど、ここで返答ができなければ、

決算審査のほうでまたお伺いしたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町民課長。 

○町民課長（垣内 広好君）  政國議員がおっしゃるように、固定化といいますか、なかなか厳し



 

いのがあるのは実情であります。その方というか、財産調査とか随時行っているところでありま

すけども、その辺りがなかなか解消できていないという実情もあると思います。詳しいことにつ

きましては、また特別委員会のほうでお答えできればと思っています。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。矢野宏議員。 

○議員（２番 矢野  宏君）  ２番、矢野宏でございます。一般会計の財産運用収入のところで、

ページ数で言いますと、５３ページになるんですけれども、この中の利子及び配当金の備考欄に、

宮崎銀行の配当金、それからその下の基金運用収入とあります。この基金運用収入についてお伺

いをしたいんですけれども、これは基金をどこかに預けられて運用した益金と解釈をしています

けれども、その先の運用先とか分かればお願いしたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  会計室長。 

○会計室長（後藤 重喜君）  会計室長です。矢野宏議員から御質問がありました。 

基金運用収入３３５万６,０００円につきましては、現在のところ、基金を株とか証券を購入し

まして、約６億円程度の運用収入として、３３５万６,０００円を年間収入として得ております

が、詳細につきましては、決算特別委員会のほうで資料を用意してございますので、そこで詳し

く説明したいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。渡邊孝議員。 

○議員（７番 渡邊  孝君）  ７番、渡邊孝でございます。議案第６２号令和４年度五ヶ瀬町一

般会計歳入歳出決算の認定についてということで、御質問させていただきます。詳しい数字とか

内容、また効果については、委員会の中でお伺いしたいと思います。 

 初日の日に、町長より提案の理由等がございました中のことで、町長の今後の基本的な考え方

をお伺いしようかなと思っております。地方債と基金のことでお伺いをしたいと思います。地方

債が約４３億３,０００万ほど、そして基金の積立てが２９億５,０００万ということで、毎年毎

年多少変わってくる、かつては債務のほうもかなり何十億と多かったということを聞いておりま

すが、今後、町長の考えとして、財務に聞くところによると、この比率は大体同じぐらいが理想

的な感じとお伺いしているところでありますけども、１４億ぐらいですかね、地方債残高が多い

ということで、今後こういった内容の改善とかそういうのは、町長は基本的にどういうふうにお

考えか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。渡邊議員の御質問にお答えいたします。 

 当然事業が必要でやってくれば、当然、借金が多い時期があって、それがどんどん返済するの

で減ってきて、今現在のところになってきて、さらには庁舎関係もあったり、ほかの事業もあっ



 

たりということで、基金を取り崩しながら借金をして運営をしていくというのが、常の行政の運

営だと考えております。 

 今後も今のバランス、３０億、３０億ぐらいが数年前からあって、今回、若干の借金をして

４０億と２８億ぐらいのバランスですが、そういったものをきちっと見ながら、あとは今後の

１０年とか将来を見据えたときに、どういうハード事業が出てくるかというものをきちっと見据

えて、突発的に何かが発生するようなことではなくて、見据えながら計画的に、当然ハード事業

であれば、当然、後年度負担も頂くということでの借金ですから、借金はそのときには増えると

いうことでございますので、借金の中身といいますか、当然、交付税でバックする過疎債とか辺

地債とかいうふうなものがありますので、ある意味、補助事業的な側面もありますので、そうい

う借金の仕方、それから負債と基金のバランスというのは、きちっとバランスを取りながらやっ

ていくというのが基本かなと考えているところです。あと、基金の中身、財調からそれぞれあり

ますが、その中身のバランスも見ていく必要があるかなと考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  渡邊孝君。 

○議員（７番 渡邊  孝君）  ７番、渡邊です。今、説明で分かったところであります。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律ということでも、健全化が図られているということ

で評価を頂いているということで、一安心はするところでありますが、今後、町の財源を増やす

方法とか、例えば経費削減のためにこういうことを取り組んでいきたいというような、なかなか

具体的な話は出てくる、もし、お答えがしにくいのかなと思うんですが、そういったもので財源

と経費削減の部分で、町長が頭の中にお考えがもしあるとすれば、お聞かせ願いたいと思います

が。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。いわゆる自由に使えるお金、一般財源をどう確保するかとい

うことだろうと思います。補助事業であれば、当然、いろんな国のスキームの中で金は持ってく

れるんですが、ただ、それにはまた一般財源が伴うということでありまして、自由に使える一般

財源、いわゆる交付税、そのほかというところであれば、やはりふるさと納税とかという手段も

ございますので、そこが一つと。 

 それから、よその町の仕組みを取り、うちの今の現在の仕組みじゃなくて、民間活力を導入し

たような町の仕組みづくりをすれば、そこから金が生まれるといいますか、別のお金に使える原

資が出てくるというようなことは、今後できるのではないかなということで、これについてはま

た、議員の皆様方とも、御議論をさせていただきながら進めてまいったらと思っております。 

 いずれにしても、人口が減っていけば税収も減ってくるしというところで、喫緊の課題ではな



 

いかなというふうに捉えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  渡邊孝議員。 

○議員（７番 渡邊  孝君）  引き続き、健全な財政運営をしていただきますようにお願いした

いと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  小笠原将太郎です。この６２号議案になりますが、全ての大き

な質問になると思うんですが、この中で使われております電算という言葉について、コンピュー

ターということで考えればよろしいんでしょうか。いろんな用語で電算という言葉が、いろんな

ところに出てきておるんですけれども、そのことについてちょっと確認というか、お聞きしたい

んですが。 

○議長（佐藤 成志君）  総務課長。 

○総務課長（田原 昭生君）  小笠原議員の御質問にお答えいたします。 

 電算というのが電算機器全般だと思います。それがこれに載っている言葉としてですね、どう

考えてよろしいかと思いますけど。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  小笠原将太郎です。ありがとうございます。 

 この予算の中で電算システムという言葉も使われ、いわゆる町の庁舎内の帳票の発行と、あと

町民のデータの管理等は、電算システムでコンピューターを使っての管理をされているというこ

となんですけれども、それに関わることなんですが、今クラウド化ということも行われておりま

して、当町はそういうお考え等はあるのかないのか、電算についてですね。将来的な考えはある

のかないのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  総務課長。 

○総務課長（田原 昭生君）  小笠原議員の御質問にお答えします。 

 既にクラウド化されております、データはですね。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ありがとうございました。 

 他町との共有、サーバー等の共有ということで考えてよろしいのでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  総務課長。 



 

○総務課長（田原 昭生君）  小笠原議員の御質問にお答えします。 

 うちがコンピューター関係全般ＲＫＫＣＳというところに委託しているんですけど、そことの

やり取りで、他町村等というのはちょっと今のところはあり得ないとは思いますけど。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  小笠原将太郎です。ありがとうございました。 

 今、全国で自治体が、タッグを組んで経費節減ということで、その電算システムに係る経費の

削減を、総務省が主導して行っているというのもちょっとお聞きしておりますので、当町もそう

いう形で経費の削減に向けて、していただければよろしいかと思いました。ありがとうございま

した。 

○議長（佐藤 成志君）  副町長。 

○副町長（濵川 哲一君）  副町長です。小笠原議員の質問に関して補足になりますけれども、ク

ラウドという意味では、今、国のほうがガバメントクラウドの準備を進めておりまして、それに

地方自治体、２０２５年度末までに移行するというような計画になっております。それのガバメ

ントクラウドの事業者については、国のほうが数社事業者を選定しておりまして、そのどれかを

自治体としては選定して、そちらに基幹業務等のデータをクラウドに移行するというような予定

になっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  小笠原将太郎議員。 

○議員（４番 小笠原将太郎君）  ありがとうございました。そのようにして当町も前に進んでい

けて、経費の節減等に向かっていければよろしいかと思います。ありがとうございました。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。太田保義君。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。議案第６２号、もう決算なんですけど、そ

れの１５ページですか。予備費、一件、予備費が４,０００万円計上されて、執行残で

４,０００万円だったんですが、この予算の立て方が適正だったかどうか、どう思われるか聞き

たい。 

 それともう一件は基金が１,７００万円、これが入れましたと書いてあるんですけど、同じ

ページの２２６ページ、よく分からないんですけど、基金の繰入金で１,９００万円という数字

が上がっているんですが、この数字のからくりどうなっているのか、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。結果的には予備費４,０００万円立てまして、４,０００万円



 

使わずに終わったということです。からくりというわけではないんですが、最終的に次年度に繰

り越す予算との関係もあって、そこで予備費に予算を立てないと繰り越す、使えないのにほかの

費目には持っていかない部分をこちらのほうに持ってきて決算をするというようなことだと思う

んですが、詳しくは数字も拾いながら、委員会のほうで説明をさせます。 

 それから基金の最初の関連性は何ページと何ページだったでしょうか。２２６ページとその前

の。（「よろしくお願いします」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  この決算書で、基金繰入額が１,７０２万６,０００円と上がって

るんですが、これは１５ページ。１５ページの下のほうの執行を差し引いたうち、基金繰入高、

これは１５ページ。 

 ２２６ページの基金の財産目録、これで決算年度中増減額で、一番上に１,９９１万

８,０００円の数字が上がってきているんですが、これはどうなっているのか。繰入額が全部足

すとまたこれが増えますよね、下のほうに減債基金とかありますから。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  １５ページというのは、地方自治法で何割か基金に繰り入れなさいとい

う金額が、この金額というところで機械的に出る数字で、後ろのほうが実際に、いわゆる公共施

設等整備基金から地域福祉基金、減債基金、財調、ずっとあって、これがいわゆる基金の動きで

す。 

 ですので、次年度以降に繰り入れる金額が地方自治法で決められていまして、１,７００万は

繰越差引額の何パーセントということで、その分がここに示してあるということです。後ろのほ

うが実際の基金ですので、あまり関連はないんですが、またこれも委員会で説明しますね。地方

自治法の話と、それから実際の基金の動きが少し違うということで、今日は御説明をさせていた

だきます。 

○議長（佐藤 成志君）  ６番、太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義。では、逆に言えば、令和３年度の基金の繰越残

高、繰越金、これとの関係が出てくるんですかね。この１,７００万というのは、今年度以降の

あれに繰り越すんですか。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。太田議員の質問にお答えいたします。 

 ２２０ページをお開き願いたいんですが、５番のところに実質収支額というのがございます。

これは歳入から歳出をそのまま差し引いて、翌年度に繰り越す金額が３,４０５万１,２３３円と

記載されていると思うんですが、この２分の１の額を下らない額を当該年度、もしくは翌年度に



 

積み立てなさいというような金額になっております。３,４００万の２分の１の１,７００万を次

年度に予算化して、減債基金のほうに積み立てるということになってございます。２２６ページ

の減債基金の欄ですね。決済年度中増減額の減債基金のところに２,０００万というのがあると

思うんですが、５９万２,０００円増額されています。この部分が昨年度の同じところの数字と

一致するようになってございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  すみません、分からなかった。 

 要するに、さっき渡邊議員が言いましたけど、財政の基金が約３０億近く、これはこの数字か

ら持ってきていると思うんですが、２９億何ぼっておっしゃったんですかね。それと関係で質問

されたんですが、このここに出て決済書に上がってくる１,７００万円という数字は、翌年度に

繰り返す。現時点ではこの金はどこにあるんですか。すみません。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。太田議員の御質問にお答えいたします。 

 この１,７００万というのは、実質収支額の３,４００万が、次年度に、要するに令和４年度か

ら令和５年度に純繰越金として繰り越されてきています。この２分の１なので、現在のところ留

保財源として（ユウリョク）を持たせてやるということなんですが、実際問題としては、令和

５年度の当初予算の繰越金が５,０００万円で計上されて予算化されているんですが、実際は

３,４００万円なので、留保財源を既に食ってしまっている状況です。ただ、この法律上

１,７００万を積み立てないといけないので、いずれかの補正の中で１,７００万を減債基金積立

金として予算化して積み立てるということになります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。この書き方ですけど、普通基金繰入額、こ

れを繰入見込額として解釈しておけばいいわけですかね。ちょっとしつこいですけど、すみませ

ん。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。太田議員の御質問にお答えします。 

 予定といいますか、一応この額を繰り入れる、おっしゃるとおりですね、予定となっていると

いうことです。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 成志君）  町長。 



 

○町長（小迫 幸弘君）  先ほどから２２６ページをおっしゃっているのは、今年度中というのが、

令和４年度中の話なので、少しそこと混同があるのかと思いますので、委員会時にきれいに整理

をしていけば、多分、なるほどなということになると思いますので、そのときにきっちり説明を

させていただきます。今議論しているのは、ここに見えているのは、４年度中に動いた数字なの

で、今言っているのは、５年度中にまた動く数字だということで、御理解頂けたらと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  要するに、私たちは、今年度中増減額となっていますから、令和

４年度中、２２６ページ、そういう解釈しましたし、それからこれも、決算ですから、当然

１,７００万円については、今年度のあれで基金に繰り入れられると解釈して、物事を言いまし

たけど、ここはまた少し研究させていただきます。終わります。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。次は、甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  議案第６２号で一般会計の決算書なんですけど、ページ数は

２０１ページになります。町史編さん業務委託料ということで、１,４００万ほど上がっており

ますけれども、この町史が完成の時期というのが、ある程度決まっておったんではなかろうかと

いうふうに思っておりますけれども、現在の状況というのはどういうことかをお伺いしたいとい

うふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  教育次長。 

○教育次長（菊池光一郎君）  教育次長です。甲斐政國議員の御質問にお答えいたします。 

 編さん事業につきましては、３月末をもって完成いたしました。予定よりも大変遅れてしまっ

たふうでございますけれども、３００冊完成してございます。今、それぞれに御説明をした上で

配布等をしている状況でございます。また、販売のほうも先般の行政事務連絡会を通じて御案内

をしているという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  町史編さんについては了解をいたしました。どういうものができ

たのか楽しみにしているところです。 

 もう一つが議案第６５号になるんですけども、国民健康保険事業会計の決算書でございますが、

２ページになります。医業費用において、１,０４７万２,０５２円の不用額というのが発生して

おるのですけれども、まずはこの内容についてお伺いしたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  病院事務長。 

○病院事務長（奥村 和平君）  病院事務長です。甲斐政國議員の御質問にお答えいたします。 

 病院事業会計につきましては、不用額として、当初予算に対しまして決算額との差であります



 

が、これにつきましては、基本的にはまず予定しておった事業経費が、ちょっと申し訳ございま

せん、そこの質問に関して予定しておったので、大変申し訳ありませんが、この後の委員会のほ

うで詳細のほうはお答えさせていただくということでよろしいでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  ８番、甲斐政國です。この後、病院の決算審査がございますので、

その中でもいいと思います。かなり大きな金額でございますので、この病院事業への影響はなか

ったのかどうかというのが、そこら辺がちょっと心配しているところであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  質疑はないようですので、これにて質疑を終結します。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第５号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第８、発議第５号決算審査特別委員会の設置についてを議題

とします。 

 お諮りします。議案第６２号から議案第６８号までの７件につきましては、９人の委員で構成

する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、ただいまの７件につきましては、

９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しまし

た。 

 次に、委員の選任を行います。 

 お諮りします。委員の選任については、委員会条例第７条の規定によって、お手元にお配りし

ました名簿のとおりに指名したいと思います。正副委員長についても、議長において指名したい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、委員は、お手元に配付しました名簿

のとおり選任することに決定しました。 

 正副委員長については、委員長に小笠原将太郎議員、副委員長に甲斐義則議員の両名を指名し

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、委員長に小笠原将太郎議員、副委員

長に甲斐義則議員の両名に決定しました。 

 決算審査特別委員会の設置期間については、第３回定例会が閉会するまでとします。 

 決算審査特別委員会の委員長は、９月１５日の本会議において、審査の結果を報告願います。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（佐藤 成志君）  本日はこれで散会します。 

 次回は９月１５日午前１０時から開会しますので、定刻までに御参集ください。どうも御苦労

さまでした。 

午前10時40分散会 

────────────────────────────── 
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 令和４年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認定について 

議案第６３号 

 令和４年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

議案第６４号 

 令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

議案第６５号 

 令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計決算の認定につい

て 

議案第６６号 

 令和４年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

議案第６７号 

 令和４年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 

議案第６８号 

 令和４年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第６９号 

 五ヶ瀬町子ども・子育て会議設置条例の一部改正について 

議案第７０号 

 令和５年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第３号）について 

議案第７１号 

 令和５年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）に

いて 

議案第７２号 

 令和５年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）に

ついて 

議案第７３号 

 令和５年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計補正予算（１号）

について 

議案第７４号 

 令和５年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算（第２号）につい 

て 

議案第７５号 

 令和５年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

について 

議案第７６号 

 令和５年度五ヶ瀬町奨学金特別会計補正予算（第1号）について 

発委第２号 

 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書を国に提出す

ることについて  
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日程第 １９． 

 

議会運営委員会委員長報告を求めることについて 

発議第６号 

議員派遣について 

委員会の閉会中の継続調査について 
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○ 出席議員（９名） 

１ 番 本 田 俊 徳 議員   ２ 番 矢 野  宏 議員 

３ 番 甲斐  義則 議員   ４ 番 小笠原 将太郎 議員   

５ 番 田中  春男 議員   ６ 番 太田  保義 議員     

７ 番 渡邊   孝 議員    ８ 番 甲斐  政國 議員 

９ 番 佐藤  成志 議員    

 

○ 欠席議員（なし） 

  

○ 地方自治法第１２１条の規定により、事件説明のため出席を求められたものは、次のとおり

である。 

五ヶ瀬町長  小迫 幸弘 

教 育 長  渡木 秀明 

監 査 委 員   後藤  栄 

 

○ 町長の委任を受けて説明のために出席したものは、次のとおりである。 

副 町 長  濵川 哲一    農 林 課 長  增永  稔 

総 務 課 長  田原 昭生    建 設 課 長  廣本 憲史 

企 画 課 長  北島 隆二    会 計 室 長  後藤 重喜 

町 民 課 長  垣内 広好    教 育 次 長  菊池 光一郎 

福 祉 課 長  武内 秀元    病院事務長  奥村 和平 

 

○ 職務のため出席した議会事務局職員 

議会事務局長  齊家  晃    書    記  那須 香織 
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午前10時00分開議 

○議長（佐藤 成志君）  ただいまから本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第６２号 

日程第２．議案第６３号 

日程第３．議案第６４号 

日程第４．議案第６５号 

日程第５．議案第６６号 

日程第６．議案第６７号 

日程第７．議案第６８号 

○議長（佐藤 成志君）  お諮りします。日程第１、議案第６２号令和４年度五ヶ瀬町一般会計歳

入歳出決算の認定についてから、日程第７、議案第６８号令和４年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳

入歳出決算の認定についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６２号から議案第６８号まで

の７件は、これを一括議題とします。 

 本７件につきましては、去る９月６日、決算審査特別委員会に付託しておりますので、審査の

結果について委員長から報告を求めます。委員長、小笠原将太郎議員、御登壇願います。 

○決算審査特別委員長（小笠原将太郎君）  それでは、決算審査特別会委員長、小笠原将太郎でご

ざいます。審査報告を行わせていただきます。 

 本員会に付託となった次の案件は、審査の結果、次のとおり決定したので、五ヶ瀬町議会会議

規則第７７条の規定により報告します。 

 令和５年９月６日から１４日にかけ本委員会を開催し、付託された各議案の会計決算について

慎重に審査を行いました。 

 その結果、令和４年度の会計決算は、議案第６２号から議案第６８号までの全てについて、全

員一致で、次に述べる審査意見を付して認定すべきと決定いたしました。 

 まず、総務課所管について。 

 １、電算関連費用。電算システムへの支出が定常化している。国が推進している自治体クラウ

ド等を活用し、効率化と経費の節減に取り組み、特定のベンダーやレガシーシステムに依存しな

い未来志向のシステムへの改革が望まれます。 

 ２、町営住宅。町営住宅の空き物件の解消に努めるとともに、入居者の声を聞き、快適な居住
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環境の提供を望む。住居の質の向上は定住者の増加につながり、人口減少の歯止めとなる。また、

使用料等の滞納額は前年より減少しており、徴収努力の成果がうかがえる。今後も引き続き徴収

対策を図られたい。 

 企画課所管。 

 １、ふるさと応援寄附金。前年度２,１０５万円から２,３９２万７,０００円と２８７万

７,０００円増加している。一般財源につながるものであり、今後もさらなる寄附額の増加に向

け努力されたい。 

 ２、観光トイレ。清潔で気持ちのよいトイレは町の観光にも好循環をもたらすと考えるが、岩

神、宮の原、本屋敷の観光トイレについて十分に管理されているところと、そうでないところが

ある。管理者とは年間委託契約がなされているが、いずれの管理者からも同等の成果が得られる

よう早急に対策を望む。 

 ３、地域おこし協力隊。協力隊の皆さんは、移動図書の活用による町民へのサービスの向上や

観光資源の発信、農泊事業の推進など、日々地域のために尽力されている。協力隊の皆さんとの

情報共有を行い、活動のサポートをお願いしたい。 

 ４、地域活性化拠点エリア整備。９８２万３,０００円の委託料で調査が進められており、現

在、構想段階であるが、令和６年度には基本計画が策定される予定である。今後、町内有識者な

どの意見を取り入れ、構想に沿った着実な進展を願う。 

 町民課所管。 

 １、町税の徴収。滞納額は減少しており、担当職員の日々の努力の成果が見られる。今後も着

実な徴収対策を実施していただきたい。また、大口・長期滞納者については個別に検討会議を実

施するなど、滞納の早期解消に取り組んでいただきたい。 

 福祉課所管。 

 １、子育て支援。令和４年度から出産祝金を増額したことで、近隣町村と比較して遜色ない金

額となっている。子供を産み育てやすい環境づくりを、さらに推進することを期待したい。 

 ２、高齢者等への支援。ハンドル型電動車椅子等購入事業補助金を創設し、シニアカーのバッ

テリー購入に係る費用助成を行うことによって、高齢者等の負担軽減が図られている。今後さら

に、妊娠・出産・子育てに係る事業とともに、高齢者及び障害者等への支援が充実することを望

む。 

 ３、介護保険事業。令和４年度の介護保険料の収納率は９９.８％と高い収納率であり、収入

未済額についても計画納付により、確実に納付が進んでいる。また、不納欠損額は発生しておら

ず、職員による徴収が確実に行われたことがうかがえる。 

本町は全保険者と比較して、介護認定率及び介護保険料ともに低い水準にあり、介護保険事業が
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適正に行われていると考える。引き続き、健康寿命の延伸のため、認知症施策や介護予防事業等

を推進していただきたい。 

 農林課所管。 

 １、森林環境譲与税。来年度から徴収される環境税の地球温暖化防止という本来の目的を十分

に踏まえ、将来を担う子供たちへ安心して五ヶ瀬の自然環境を引き継ぐためへの活用を望む。 

 ２、事業活用。子牛価格の低迷、自然災害等による農産物の収穫量の減少及び肥料・飼料・燃

料価格の高騰が続き、農林業を取り巻く環境は厳しさを増している。補助事業の見直し等を含め、

より一層、支援策の充実を図り、農林業者の所得向上につながる施策を講じていただきたい。 

 ３、鳥獣害対策。駆除数（１,８９６頭）から見ると一定の効果を上げているが、鳥獣害対策

には終わりはないものと思う。猟友会、有害獣捕獲指導員の担い手の育成強化を望む。 

 ４、災害復旧。超過勤務手当が林業施設災害復旧費で２０３万３,４５５円となっており、担

当職員に多大な負担が生じていることがうかがえる。現在も続いている事業であり、職員の健康

管理について心身ともに十分な配慮を望む。 

 建設課所管。 

 １、道路維持管理。町道は町民を支える最も基本的な社会資本であり、社会経済活動を支える

重要な役割を担っている施設である。町民の快適な生活環境のため、安全な道路の維持管理と計

画的な整備、更新に努めていただきたい。 

 ２、水道整備。五ヶ瀬水道ビジョンにあるように、水道の整備を確実に推進していただき、一

日も早く、町民が等しくその恩恵を受けられるよう願う。また、既存の町水道設備についても適

切な維持管理のもと、町民が安心して利用でき、災害にも強い飲料水の供給体制を維持していた

だきたい。 

 ３、災害復旧。超過勤務手当が農地農業用施設災害復旧費で５０４万６,１５０円、道路橋梁

災害復旧費で５０７万４,９２０円となっており、担当職員に多大な負担が生じたことがうかが

える。現在も続いている事業であり、職員の健康管理について心身ともに十分な配慮を望む。 

 教育委員会所管。 

 １、僻地教員住宅管理費。教職員住宅について、家賃収入に対して修繕費が少ない。先生方が

快適に生活でき教育に専念できるよう、早急な居住環境の改善を望む。 

 ２、学校教育。少子化は全国共通の社会現象であり、本町においても児童数の減少傾向は確実

に進行している。Ｇ授業のような本町独自の教育プログラムのさらなる充実を望む。 

 ３、学校給食。小中学校の給食室、厨房内の修繕及び備品購入で２００万円余りの支出が見ら

れる。今後の施設・設備の老朽化及び児童数の減少を見据え、給食の在り方について検討を進め

ていただきたい。 
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 町立病院。 

 １、病院運営。令和４年度の病院事業会計の決算は、本年度純損失５８０万１,０９３円であ

った。新型コロナウイルス感染症の第７波、第８波による患者減少が大きく影響したものと思わ

れる。病床稼働率の向上による収益向上や経費削減の取組を強化し、さらなる経営改善の努力を

図られたい。 

令和６年度からは西臼杵広域行政事務組合へ業務移管となるが、医師をはじめ医療スタッフの確

保に努め、五ヶ瀬町民はもとより西臼杵地域から必要とされる医療体制の確立を望む。 

 以上で報告を終わります。ありがとうございます。 

○議長（佐藤 成志君）  これで、委員長の審査報告は終わりました。 

お諮りします。ただいまの委員長報告に対する質疑については、全議員が委員となっております

ので省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、ただいまの委員長報告に対する質疑

については省略することに決定しました。 

 これから、本７件について討論を行います。討論がありましたら、議案名を示して発言してく

ださい。討論がありましたら、どうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  討論なしと認めます。これから起立によって採決します。 

 議案第６２号令和４年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認定については、委員長の報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第６３号令和４年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、

委員長報告のとおり認定することに賛成の方は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第６４号令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定については、

委員長報告のとおり認定することに賛成の方は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する
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ことに決定しました。 

 次に、議案第６５号令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計決算の認定については、委

員長報告のとおり認定することに賛成の方は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第６６号令和４年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定については、委

員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第６７号令和４年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

は、委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第６８号令和４年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定については、委員

長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第６９号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第８、議案第６９号五ヶ瀬町子ども・子育て会議設置条例の

一部改正についてを議題とします。 

 本件につきましては、去る９月１日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質疑

に入ります。質疑はありましたら、どうぞ。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  質疑はないようですから、これにて質疑を終結します。 

 これから、本件について討論を行います。討論がありましたら、どうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  討論なしと認めます。これから起立によって採決します。 



101 

 

 議案第６９号五ヶ瀬町子ども・子育て会議設置条例の一部改正については、原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第７０号 

日程第１０．議案第７１号 

日程第１１．議案第７２号 

日程第１２．議案第７３号 

日程第１３．議案第７４号 

日程第１４．議案第７５号 

日程第１５．議案第７６号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、お諮りします。日程第９、議案第７０号令和５年度五ヶ瀬町一般

会計補正予算（第３号）についてから、日程第１５、議案第７６号令和５年度五ヶ瀬町奨学金特

別会計補正予算（第１号）についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、議案第７０号から議案第７６号まで

の７件は、これを一括議題とします。 

 本７件につきましては、去る９月１日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質

疑に入ります。質疑をされる場合は、議案名を示して発言してください。質疑がありましたら、

どうぞ。３番、甲斐義則議員。 

○議員（３番 甲斐 義則君）  ３番、甲斐義則です。議案第７０号令和５年度一般会計補正予算

（第３号）について、１４ページであります。地域振興費、負担金補助及び交付金、イベント事

業補助金で２００万円上がっております。当初予算でイベント事業費が１,０００万円上がって

いたと思いますが、この２００万は、そのイベント事業費の上乗せでしょうか、それとも別なイ

ベントの補助金でしょうか、お伺いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。甲斐義則議員の御質問にお答えいたします。 

 イベント事業補助金につきましては、当初１,０００万組んでいたやつが、価格高騰等につき、

予備費的に２００万円を増額させていただくものであります。 

 以上であります。 



102 

 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐義則議員。 

○議員（３番 甲斐 義則君）  分かりました。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  甲斐政國です。議案第７０号一般会計補正予算、８ページになり

ます。ここで、固定資産税がマイナス５８９万４,０００円なっておりますけれども、どういっ

た理由で減額になったものかをお伺いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  町民課長。 

○町民課長（垣内 広好君）  町民課長です。甲斐政國議員の御質問にお答えします。 

 固定資産税の減額につきましては、見込みの段階で償却資産の見込みが、もうちょっと減額し

て見込まないといけなかったところがありました。というところで４９８万８,０００円減額し

ております。滞納繰越分が９０万６,０００円で、これは滞納整理が進んだことによる減額であ

ります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  ８番、甲斐政國です。町税というものは、いわゆる公平公正に徴

収がなされなければならないものだというふうに思っております。当初の見積りがということで

すけれども、そういったことがないように、やはり適正に計上されるようにお願いしたいという

ふうに思っております。 

 もう一つ、国民健康保険税のことなんですけれども、これは議案第７２号になります。 

これにおきましても、それぞれの保険が３０２万６,０００円、これも減額となっております。

これも、どういった理由から減額になったのか、お伺いしたいというふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  町民課長。 

○町民課長（垣内 広好君）  町民課長です。国保税の減額につきましては、現年分が１２６万

２,０００円、これは見込みより被保険者数が減少したことによるものであります。と、滞納繰

越分が１７６万４,０００円ということで、これは滞納整理が見込みより進んで減額したという

ことであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  ８番、甲斐政國です。もともと納付すべき保険税ではなかったと

いうこと、そういう解釈でよろしいんですか。もともと保険税としてしっかり、もらわなければ

ならなかったものが整理されたということではないんですか。 

○議長（佐藤 成志君）  町民課長。 
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○町民課長（垣内 広好君）  滞納繰越分については、見込みより、その分、徴収できたというこ

とで御理解いただければと思うんですが。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  ５番、田中春男です。議案第７０号一般会計補正予算の２１ペー

ジです。この中に観光促進業務委託料５００万と上がっていますけれど、これをちょっと委託先

等の詳しい説明をお願いしたいと思います。 

○議長（佐藤 成志君）  企画課長。 

○企画課長（北島 隆二君）  企画課長です。観光促進業務支援委託料でございますが、さきの特

別委員会の終了後に御説明させていただいたんですが、五ヶ瀬町のＰＲをさらに促進したいとい

う思いで専門業者に委託をして、観光のＰＲ、プロデュース、パンフレットの作成等をさせてい

ただくものであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  田中春男議員。 

○議員（５番 田中 春男君）  今後は、この委託料に対して効果検証を行っていただき、正しい

予算執行がされているかを検証されていくよう、お願いいたします。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。議案第７０号の２０ページの中ほどですけ

ど、地域農政対策事業費で負担金補助及び交付金４０万ほど減額になっているんですけど、ＳＡ

Ｐと、それから認定農業者、この理由を教えていただきたいんですが。 

○議長（佐藤 成志君）  農林課長。 

○農林課長（增永  稔君）  農林課長です。ただいまの太田議員の御質問にお答えいたします。 

 それぞれ、この補助金については、これまでのコロナ関係でなかなか活動ができなかったとい

うことで、ずっと繰越しがきておりまして、今年度は、その繰越分だけでできるだろうというこ

とで減額ということになっております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義です。同じく議案第７０号の１３ページの中の一

般管理費、共済費、３００万減と上がっているんですけど、この減された理由を教えていただき

たいんですが。 

○議長（佐藤 成志君）  総務課長。 
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○総務課長（田原 昭生君）  太田議員の御質問にお答えします。 

 職員の異動に伴うもので、異動すれば、そこでそれぞれ給与のあれも変わってきますので、そ

ういった感じでマイナスとかになっているということです。よろしいですか。 

○議長（佐藤 成志君）  太田保義議員。 

○議員（６番 太田 保義君）  ６番、太田保義。じゃあ、庁内での異動ということですね。庁内

の異動でこうなったということですね。ということは総体的にはあまり変わりない、総合的には。

分かりました。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  甲斐政國です。議案第７０号令和５年度一般会計補正予算の

２１ページになります。林業振興費の負担金補助及び交付金の森林施業支援事業補助金として

９４５万４,０００円が計上されているところですけれども、当初予算におきまして、造林、下

刈り、間伐、防護柵などに対する補助として１,５００万が計上されております。増額となった

要因は何なのか、お伺いしたいというふうに思います。 

○議長（佐藤 成志君）  農林課長。 

○農林課長（增永  稔君）  農林課長です。ただいまの甲斐政國議員の御質問にお答えいたしま

す。 

 当初予定しておりました内容以上に造林面積とかが大幅に増加になったということで、それに

伴って、いろいろ防護柵の設置等も全体的に上がったということで、今回、増額をしたものであ

ります。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  造林面積等が増えたということでございますけれども、この増え

た要因については、何か確認をされておりますでしょうか。 

○議長（佐藤 成志君）  農林課長。 

○農林課長（增永  稔君）  農林課長です。ただいまの御質問にお答えいたします。 

 全体的に事業体の方等が造林に取り組むようなことが、県自体も進めておりますので、そうい

ったところで造林に取りかかっていただいたということでの増になったのではないかというふう

に思っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  甲斐政國議員。 

○議員（８番 甲斐 政國君）  森林の整備は、やはり自然環境を守るためには、大変大切なこと

でございますので、今後とも、ここあたりにはしっかりと環境譲与税とか使っていただいて御対
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応いただければ、大変ありがたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤 成志君）  ほかにありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 これから、本７件について討論を行います。討論がありましたら、どうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  討論なしと認めます。これから起立によって採決します。 

 議案第７０号令和５年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第３号）については、原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７１号令和５年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）については、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７２号令和５年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）については、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７３号令和５年度五ヶ瀬町国民健康病院事業会計補正予算（第１号）については、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７４号令和５年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算（第２号）については、原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７５号令和５年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 
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 次に、議案第７６号令和５年度五ヶ瀬町奨学金特別会計補正予算（第１号）については、原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．発委第２号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第１６、発委第２号森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求

める意見書を国に提出することについてを議題とします。 

 本件について、提出者、総務農林常任委員長、甲斐義則議員に趣旨説明を求めます。 

委員長、甲斐義則議員、御登壇願います。 

○総務農林常任委員長（甲斐 義則君）  発委第２号森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める

意見書案について趣旨説明を申し上げます。 

 令和元年度に創設された森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律は、地球温暖化防止や国

土保全、水源涵養などにつながる森林整備等に資するために創設され、地方財政を安定的に確保

する観点から、極めて重要な法律であります。 

 森林環境税は令和６年度から課税されるが、森林環境譲与税は令和元年度から譲与が開始され

ており、その使途については間伐などの森林整備、人材育成や担い手の確保、木材利用の推進や

普及啓発などに関する費用に充てることとされ、町土の８８％を森林が占める本町においても、

町単森林整備事業や林業担い手創出事業、有害鳥獣捕獲対策事業など多岐にわたり活用され、貴

重な財源となっています。 

 しかしながら、森林環境譲与税は総額の５０％を私有林人工林面積、２０％を林業就業者数、

３０％を人口に応じて配分されることから、森林面積が少ないにもかかわらず人口が多い大都市

に対する配分額が多くなり、森林整備に使われず、基金に積み立てられていることなど問題も指

摘されています。 

 近年、多発する豪雨による土砂崩れや洪水、浸水といった下流部の都市住民にも被害が及ぶ災

害から国民を守ることからも、早急な整備を必要とする地方公共団体への適正な配分が急がれる

ものであります。 

 よって、国においては、森林環境譲与税の創設経緯や目的に鑑み、森林整備をより効果的に推

進するため、広い森林を抱える地方公共団体への配分に重点化する方向性で、譲与基準の見直し

を速やかに実施することを強く要望するものであります。 

 以上で趣旨説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 成志君）  ただいま趣旨説明が終わりました。 
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 これから、ただいまの趣旨説明に対する質疑に入ります。質疑がありましたら、どうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 これから本件について討論を行います。討論がありましたら、どうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  討論なしと認めます。これから起立によって採決します。 

 発委第３号森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書を国に提出することについては、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤 成志君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議会運営委員会委員長報告を求めることについて 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第１７、議会運営委員会委員長報告を求めることについて、

議会運営委員会委員長から、審査中の事件について報告がありますので、ここで委員長の報告を

求めます。委員長、田中春男議員、御登壇願います。 

○議会運営委員長（田中 春男君）  議会運営委員長の田中春男です。 

 五ヶ瀬町議会基本条例第２２条第１項において、議会は１年ごとに、この条例の目的が達成さ

れているかどうかを議会運営委員会において検討するものと規定しております。その手続につき

ましては、五ヶ瀬町議会基本条例の見直し手続に関する要綱に基づき、評価作業を行いました。 

 全ての議員により、評価の指数に示された５段階の自己評価に基づき、令和４年８月１日から

令和５年１月３１日の１年間の議会及び議員活動の評価検証を行ってまいりました。その結果に

つきましては、報告書の評価の経過に記載のとおりであります。評価の結果につきましては、お

手元の評価結果表を御覧ください。 

 議会運営委員会での意見としましては、６回目の評価作業ではありますが、評価の指標の捉え

方には個人差が見られた部分も多々あり、今後、毎年、評価作業を実施していく中で、改善すべ

き部分の検討を行ってまいりたいと思っております。 

 見直し手続に関する要綱第６条第１項に規定される条例の見直し判断基準となる２以下の結果

となった第５条の「町民と議会の関係、公聴会制度及び参考人制度を十分に活用して、広く専門

的な意見を議会の討議に反映させる」については、公聴会制度及び参考人制度を活用する機会が

なく、結果的に評価が低くなったのが原因と考えられます。これらの項目については、制度を議

員全員が理解できるように研修を行っていくこととします。 

 また、第１６条の「議会図書室の設置及び公開」については、まずは議員が利用することや図
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書の充実を図ること、第２２条の「政治倫理に関する条例の制定」については、政治倫理に関し

て議員の理解を深めることと併せて、制定に向けて改めて取り組んでいくこととします。 

 今回、評価の結果としましては、条例の見直しは必要なく、達成度の低かった事項につきまし

ては、議会活動、議員活動のさらなる活性化を図ることが重要であります。 

 以上、委員長報告といたします。 

○議長（佐藤 成志君）  ただいま委員長報告は終わりました。 

 お諮りします。ただいまの議会基本条例に基づく評価審査報告について御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、ただいまの委員長審査報告のとおり

にすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．発議第６号 

○議長（佐藤 成志君）  次に、日程第１８、発議第６号議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。議員派遣につきましては、会議規則第１２９条の規定により、お手元に配付し

ておりますとおり、議員を派遣することにしたいと思います。これに御異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、お手元に配付しておりますとおり、

議員を派遣することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９. 委員会の閉会中の継続調査について 

○議長（佐藤 成志君）  お諮りします。日程第１９、委員会の閉会中の継続調査については、会

議規則第７５条の規定により、お手元に配付しておりますとおり、議会運営委員会委員長、各常

任委員会委員長、議会広報編集委員会委員長、各特別委員会委員長から、委員会の閉会中の継続

調査の申出がありました。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 成志君）  異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申出のとおり、閉会

中の継続調査をすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（佐藤 成志君）  以上をもちまして、本定例会に付された議事の全部を終了しましたので、

会議を閉じます。 

 議員各位におかれましては、去る９月１日開会以来、１５日間にわたり御熱心に御審議いただ
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き、誠にありがとうございました。 

 町長をはじめ町当局の皆様には、会期の間、常に真摯な態度をもって審議に御協力いただき、

ありがとうございました。 

 ここで、町長の御挨拶をお願いします。町長。 

○町長（小迫 幸弘君）  町長です。令和５年度第３回五ヶ瀬町議会定例会終了に当たり、執行部

を代表して一言御挨拶を申し上げます。 

 まずは、本定例会に提案いたしました全ての案件に対しまして、慎重かつ熱心に御審議を賜り、

御承認を頂きましたこと、御礼を申し上げます。 

 本定例会は決算議会ということもありまして、令和４年度の一般会計決算及び特別会計決算に

関する審査を、監査委員の方からの決算審査意見書を基に決算審査特別委員会により慎重審議い

ただき、先ほど委員長から決算審査意見書を頂いたところでございます。その中のそれぞれの指

摘事項、要望事項につきましては、今後、内部で十分に検討を行っていきたいと思っております。 

 また、台風災害復旧につきましては、引き続き関係機関と連携して早期復旧に向け取り組んで

まいります。 

 そして、先日発表されましたとおり、１１月の３日、九州中央自動車道蘇陽五ヶ瀬道路の着工

式が五ヶ瀬ドームで行われます。これで五ヶ瀬町内全区間が工事着手区間となります。大変喜ば

しいことであり、引き続き整備促進に努めてまいりたいと考えております。 

 今年度も下半期に入ってまいります。今年度予定している事業の計画的推進と成果を生み出す

よう、取組を加速させてまいりますとともに、さきの行革委員会でもお話をさせていただきまし

たように、いかに自由に使えるお金を生むかという視点も持ちながら、新年度事業の構想も取り

まとめてまいりたいと考えております。 

 結びに、朝夕涼しさを増し、しのぎやすくなってまいりましたが、議員の皆様におかれまして

はくれぐれも健康に留意され、ますます御活躍を頂きますよう御祈念を申し上げまして、簡単で

はございますが、以上をもちまして、定例会終了に当たり執行部を代表しての御挨拶とさせてい

ただきます。本当にありがとうございました。 

○議長（佐藤 成志君）  町長には、丁重な御挨拶を賜り、ありがとうございました。 

 議員各位から述べられました意見なり要望事項につきましては、特段に御配慮を頂き、執行の

上に十分反映されるようお願い申し上げます。 

 これをもちまして、令和５年第３回五ヶ瀬町議会定例会を閉会します。どうも御苦労さまでし

た。 

午前10時54分閉会 

────────────────────────────── 
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○ 令和５年第３回定例会に議した事件のてんまつは、次のとおりである。 

議案番号 件 名 議決年月日 議決の結果 

報告第１０号 五ヶ瀬町の財政健全化判断比率について 
令 和 ５ 年 

９ 月 １ 日 
- 

報告第１１号 五ヶ瀬町公営企業の資金不足比率について 
令 和 ５ 年 

９ 月 １ 日 
- 

議案第６１号 西臼杵郡公平委員会委員の選任同意について 
令 和 ５ 年 

９ 月 １ 日 
同意 

議案第６２号 
令和４年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認

定について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
認定 

議案第６３号 
令和４年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
認定 

議案第６４号 
令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計歳入

歳出決算の認定について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
認定 

議案第６５号 
令和４年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計

決算の認定について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
認定 

議案第６６号 
令和４年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出

決算の認定について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
認定 

議案第６７号 
令和４年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
認定 

議案第６８号 
令和４年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳入歳出決

算の認定について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
認定 

議案第６９号 
五ヶ瀬町子ども・子育て会議設置条例の一部改

正について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 

議案第７０号 
令和５年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第

２号）について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 

議案第７１号 
令和５年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正

予算（第１号）にいて 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 

議案第７２号 
令和５年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 

議案第７３号 
令和５年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計

補正予算（第１号）について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 
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議案番号 件 名 議決年月日 議決の結果 

議案第７４号 
令和５年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算

（第２号）について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 

議案第７５号 
令和５年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 

議案第７６号 
令和５年度五ヶ瀬町奨学金特別会計補正予算

（第１号）について 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 

発委第２号  
森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意

見書を国に提出することについて 

令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 

発議第 ６号 議員派遣について 
令 和 ５ 年 

９月１５日 
原案可決 
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